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午前10時00分開議 

○議長（舟戸 治生君）  おはようございます。本日は定足数に達しておりますので、ただいまか

ら本日の会議を開きます。 

 本日の日程は、配付してあるとおりです。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

日程第１．一般質問について 

○議長（舟戸 治生君）  それでは、日程に従い、日程第１、一般質問を行います。 

 通告順に従い、これから順次質問を許します。 

 まず初めに、１０番、田代利一君。質問時間は６０分です。１０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  おはようございます。質問の前に、「復興の流れを止めない、

一歩ずつ前へ」と公約で当選された松谷村長、おめでとうございます。村の将来に向かって頑張

っていただきたいと思います。 

 それでは、通告に従って一般質問をいたします。 

 令和２年７月豪雨は、球磨村の豊かな自然を崩壊し、多くの村民の貴い命と財産を奪うという

未曽有の被害をもたらしました。災害発生後、やがて４年を迎えようとしています。これまで松

谷村長をはじめ、村執行部におかれましては、被災者の生活再建を最優先に取り組んでこられた

ことと思います。今後とも被災者に寄り添った支援をお願いするとともに、本年度からは復旧だ

けでなく創造的復興についてもしっかり取り組んでもらいたいと考えております。 

 さて、この災害を契機に多くの住民が転出しています。伴って子ども達の転出も少なくありま

せん。小学校では複式学級が発生するなど、学習環境が多く変化したことなどから、このピンチ

をチャンスと捉え、義務教育学校の検討を重ねながら、４月から球磨清流学園がスタートしまし

た。 

 そこでお尋ねいたします。学校設置者である松谷村長が考えておられる球磨清流学園の特色あ

る教育方針についてお伺いをいたします。 

 そのほかの質問については、質問席からいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君の質問に執行部の答弁を求めます。村長、松谷浩一

君。 

○村長（松谷 浩一君）  改めまして、皆さん、おはようございます。 

 それでは、ただいまの田代議員の質問についてお答えをします。 
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 通告に従い、球磨清流学園の教育方針についてお答えをします。 

 球磨清流学園の教育方針については、令和６年４月策定の球磨村教育振興基本計画の後期計画

に今後５年間の取組が示されておりますが、私からは、清流学園への私の思いを述べさせていた

だきたいと思います。 

 所信表明で述べさせていただきましたように、清流学園の開校は将来にわたって村を発展させ

るために重要な施策の一つと捉えております。 

 その中で、学校、家庭、地域、行政が連携し、そして、ふるさと学やプログラミング教室など

取り組み、魅力ある学校づくりを進めることで、子育て世帯に選ばれる学校を今後目指してまい

りたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  次の質問に入っていきます。 

 特色ある教育方針、特にＩＴＣを活用したプログラミング教育について、詳しくもう少し答弁

を頂きたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 

○教育長（森  佳寛君）  球磨清流学園の特色ある教育方針についてお答えします。 

 まず、学園では、特色のある教育課程として、ＩＣＴ教育、郷土学習、英語学習の３つの柱を

立てておりますが、議員の質問に沿ってお答えいたします。 

 まず、１点目のＩＣＴの活用として、プログラミング教育に取り組んでまいります。 

 これまでも電子黒板とかタブレットを用いたＩＣＴ教育には取り組んできておりますが、これ

からさらに進化していく情報化社会を見据えて、論理的思考を育成するため、専門的知識を有し

た外部講師を招いて、教育用のコンピューターソフト、これを活用しながら９か年の系統化した

プログラミング学習を進めていく予定です。 

 プログラミング学習で身につける論理的思考とよく言われますが、この思考と創造性、問題解

決能力等の力というのは、プログラミングを学ぶだけじゃなくて、他の教科、こういったものに

も理解を深めることにもつながってまいります。 

 まずは以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  分かりました。 

 それでは、球磨村には棚田、森林と豊かな資源がたくさんあります。この豊かな自然を活用し

たふるさと学についても説明をお願いしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 
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○教育長（森  佳寛君）  先ほど申しました特色ある教育課程の中のまた一つの柱として、学校

のほうでは郷土学習、これがつまりふるさと学でございます。この学習も清流学園の独自の学び

であり、特色の大きな一つとなります。 

 今、お話ありましたそういった棚田等、球磨村の豊かな自然環境をはじめ農業や林業などの産

業、また、古くからの歴史や伝統文化、そして、防災教育などの体験を通し、探究的・創造的な

学びで、ふるさと球磨村への理解を深めてまいります。 

 このふるさと学においても、１年生から９年生までの９か年の系統性を持たせ、郷土に対する

愛着と誇りを育んでいきたいと考えております。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  次に、学力向上についても大変重要と思います。専門性の高い

先生による乗り入れ授業は、学力向上にとても効果的あると考えております。 

 全国的に学力調査が実施されると思いますが、球磨村の子ども達の学力、例えば全国平均、県

平均、ほかの自治体との比較は、これはもうできませんと思いますので、そこら辺が分かれば教

えていただきたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 

○教育長（森  佳寛君）  学力向上についてのお尋ねでございますが、学力を図る一つの指標と

して学力調査というのがございます。皆様ご存じの学力調査には、全国の児童生徒を対象とした

全国学力・学習状況調査と熊本県が独自に行います熊本県学力・学習状況調査があり、県内地域、

全地域で実施をしておるところです。 

 全国学力・学習状況調査は、これは小学校の６年生と中学校３年生が対象です。熊本県の学

力・学習状況調査は、これは小学校３年生から中学校２年生まで、これは１２月に実施をします

が、そこが対象となっております。 

 学力調査は、義務教育の機会均等とその水準の維持・向上が目的であり、先ほど議員もおっし

ゃったように、調査結果については序列化とか過度な競争などが生じないように配慮はしてあり

ます。そのため、他の自治体との比較ではありませんが、全国平均とか県平均と比較をして自校

の課題を見出し、そして解決に導くという形になっております。 

 一番新しい、最新の令和５年度の本村の結果として、全国学力・学習状況調査では、全国平均

と比較しますと、小学校は若干下回っており、ちょっと課題があるという結果が出ております。

これは、昨年度実施した分でございます。また、中学生は平均値を行っておりまして、平均並み

との結果が出ております。 

 １２月に実施しました熊本県の学力・学習状況調査におきましても、平均値と比較した場合、

小学生は、これは３年生から６年生までですので、良好な学年とそうでない学年、学年間格差と
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いうのが生じております。また、中学校は、中学生はおおむね良好ということで、県平均を上回

る、県平均値と同等という結果が出ております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  中学生は大体平均、小学生がちょっと下ということ、その要因

は何だと思いますか、下回っている。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 

○教育長（森  佳寛君）  さっき申しましたように、全国のほうは６年生、昨年度の結果でいえ

ば、県学調のほうは３年生から６年生ということで、学年間格差があると申しました。 

 ちょっと県平均を下回ったところの子ども達なんですけど、その点数だけで測ると、そういう

下回るということなんですが、今この学力調査は、そういう、何といいますか、教科の問題のほ

うを解くものと、もう一つが質問紙というのがございまして、これは子ども達の生活面とか生活

行動面、それから心の面、学習の意欲とか、そういったものを測る質問紙というのもございます。

ここと関連づけて子ども達の学習状況というのを見ていくため、学力・学習状況調査という名称

もついておるところですけど、こういったところ相関関係を見てみますと、やはり県平均を下回

った学年という子ども達が、どうしても自己肯定感、自分に対して自信を持っているか、そうい

ったものが学習意欲とかいうのにもつながっていくんですけど、こういった部分というのが、非

常に落ち込みが見られました。自信がないと自己表現をするというところにもつながっていきま

せんので、学習意欲とかそういう表現力とか、何かに対して積極的に取り組もうという姿勢が、

ちょっと落ち込んでおります。 

 これは、やはり学校担任との関係性とか、学級集団づくりとか、学校のほう、担任のほうで改

善していかなくちゃいけない部分とか、家庭生活の部分もいろいろ調査をかけます。あなたは朝

何時に起きますかとか、食事を朝から取っていますかとか、家庭で信頼できる家族って誰ですか

とか、いろんな質問がございますが、そういったものの相関関係を見ていきますと、本当に子ど

も達が認められ、褒められ、自分に自信を持っていろんなものに取り組んでいくというそういう

姿勢、そこにちょっと課題も見られております。 

 学校のほうとしては授業改善も図っていかなくちゃいけませんので、両方の側面から取組をし

ていかなくちゃいけないというような、そういう結果が出ております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  清流学園になってまだ何か月しかたっておりませんけれども、

楽しく学校に来て、子どもが来てくれれば、何人かに聞きましたけれども、楽しいですよって子



- 6 - 

どもが言ってくれますので、私はいいと思います。 

 次に、学校の部活動における休日活動が、令和８年度を目標に地域の指導者によって行われる

ようであります。４月から球磨清流学園としてスタートしましたが、新たに新設した部活動と休

日部活動の地域移行への進捗状況についてお伺いをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 

○教育長（森  佳寛君）  部活動についてお答えいたします。 

 まずは、新たな部活動と休日部活動地域移行への進捗状況ということですが、球磨清流学園で

は、昨年度児童生徒に実施したアンケート結果を基に部活動を再編いたしました。 

 今年度６３人の生徒が入部しておりますが、新たな部活動としまして、バドミントン部と文化

部が新設されました。これは、やはり子ども達の希望によるところでございます。希望の多いと

ころで新しい部を創設しています。 

 なお、女子のソフトボール部とバレーボール部、こちらはアンケートの調査時点では入部希望

がございませんでしたので、今年の中体連終了をもちまして部のほうを閉じる予定でございます。 

 次に、部活動地域移行についてですが、国のほうでは、さっきもおっしゃった令和５年度から

３年間、５、６、７年間の中で部活動改革推進期間としており、令和７年度末をめどに休日の土

曜、日曜です。休日の運動部活動から、段階的に地域に移行していく方針でございます。 

 村では、令和４年度に部活動の地域移行検討委員会設置要綱を制定し、休日の部活動の地域移

行とか外部指導者の導入、部活動と社会体育の連携等について検討する場も設けております。 

 今年度は、部活動地域移行コーディネーターとして、会計年度の任用職員も雇用いたしました。

近々、先進地の視察とか、検討委員会の開催などを計画をしておるところです。 

 今後、７年度の移行に向け、総合型地域スポーツクラブ、スマイルスポーツクラブとかござい

ますが、そういったところと連携し、できる種目からこの６年度中に移行を進めていければと考

えておるところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  分かりました。 

 それとはちょっと通学路、通学路と言いますけれども、例えばスクールバス、一勝地の中津ま

で上がるんですよね。２人ぐらいですかね。２人乗せて、吐合からは歩いてくるんですね。吐合

の子は乗せられませんか。２人、ただ迎えに来てですよ、中津まで、吐合から歩いて５分ぐらい

ですけれども、吐合、中津間ぐらいは。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  通告しておりませんでしたので、関連ということでしましたの
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で、村長、分かりませんでしょう。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  すいません、距離とかそういうのは、しっかりしたことは分かりません

けども、通学距離によって利用できる、できないというのが決まっておりますので、そこの兼ね

合いで吐合地区の子ども達は利用できないということになっていると思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  それがもう決まっているならしょうがございませんけれども、

雨降りに濡れていくんですよね。私も、私もふれあいコミバスに乗っておりますけれども、何か

審議会あたりで工面をしていただいて、私は乗せてもらったらいいと、２人をただ迎えに行くだ

けで、吐合から五、六分歩いてくる。検討していただきたいと思いますけど、村長。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  そういう、執行部の中で教育委員会と検討はさせていただきたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  よろしくお願いしたいと思います。 

 次に、子育て・高齢者支援についてお尋ねをいたします。 

 私と板﨑議員は保育園の理事をしておりますが、こがね保育園の理事会の中で、地域食堂、子

ども食堂ですが、話題となっております。特に高齢者の方に好評であるようです。毎月１回の地

域食堂に行くことが楽しみですという言葉をよく耳にします。渡の災害公営住宅のエスペランサ

桜峯からも車を乗り合わせて来られているようです。食事の提供だけでなく、園児の発表があっ

たり、マジックショーあるいは演劇、ものまねショーなど工夫をされて実施をされていて、高齢

者はとても楽しみにされているようです。また、生きがいづくりについてもつながっているよう

です。 

 保育園自体はボランティアの運営でありますので、食事代１００円しかもらわれていないよう

です。 

 しかし、食材、ガス等の高熱費も上昇しております。 

 これまで地域食堂、子ども食堂にどのような支援をしてきたのか、また、今後はどのような支

援を行っていくのかをお伺いをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  保健福祉課長、友尻陽介君。 

○保健福祉課長（友尻 陽介君）  毎月１回の食堂運営と、昨年度におきましては、５月から７月
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までの間に１８回にわたり、球磨中学校における部活動前のおにぎり配布を実施されていると伺

っております。 

 村といたしましては、子ども等に対して地域のボランティア等が無料または低額で食事を提供

する民間団体等の取組を支援するため、熊本県子どもの貧困対策推進事業を活用して、子ども食

堂１か所当たりの開催回数に応じて助成を行っているところで、本年度も引き続き助成をすると

いうところにしています。 

 なお、昨年度の実績といたしましては、１５万円を支援したということになっております。

（発言する者あり） 

○議長（舟戸 治生君）  保健福祉課長、友尻陽介君。 

○保健福祉課長（友尻 陽介君）  今年度におきましても、昨年同様、開催回数に応じた支援をす

るということになっております。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  学童保育の支援についてお伺いをいたします。 

 学童保育は、学校施設、放課後の時間に小学生を受け入れている制度ですよね。この制度は、

仕事をしている保護者はとても助かっておるんです。それは、保育園が安全に、安心して預かっ

てくれるんです。 

 現在、渡保育園とこがね保育園の自主事業で実施をされております。この時代、多額の月謝を

保護者に求めることは難しいようです。そこで、昨年度、両保育園で送迎支援や職員の人件費の

支援など、学童保育に対する支援をお願いされたようです。 

 しかし、村から何の返答もないとのことです。なぜ、要望に対して回答しないのかお伺いをい

たします。 

○議長（舟戸 治生君）  保健福祉課長、友尻陽介君。 

○保健福祉課長（友尻 陽介君）  ３月に各園、両園に放課後子ども健全育成事業という、国の制

度の事業の説明を行いにいったという経緯がございます。現在の状況のヒアリング等も行いまし

て、その後３月下旬には、各園からその国の事業を満たすことができないということで、国の事

業を使ってまでの事業は行えないということで返事を頂いたと伺っております。 

 あと、その聞き取りの際に、今の自主事業で行っている学童保育について、運営資金が難しい

であったりとか、あとスクールバスの利用とかそういった課題は聞いていますけれども、その辺

はまだ協議中ということで回答していると思います。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  住民からよく聞くんですよ、村にお願いしてもよいも悪いも何

の返答もないと、村長、いかがですか。 



- 9 - 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  学童保育につきましては、これはもう今後もなくてはならない事業であ

るということで、今、友尻課長が申したとおり、村としましても、両園、渡とこがね保育園さん

にいろいろ聞き取りをして、向こうの、どういうことに困っているのかということはしっかり把

握した上で、今、検討しているところでございます。 

 先ほど議員が言われたように、スクールバスの送迎でございますとか、そういったことも含め

て、自主事業、両園が自主的にされている事業をどのような、村が支援ができるのかということ

を今検討しているところでございます。今後、しっかりと検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  学童保育、多いときには１日に２０人来るそうです。園児より

も多いんですよ。人件費の補助などは考えられませんか。国の補助に乗らなかったら、村独自で

も制度を、支援していいと思いますけれど、村長、いかがですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  今、先ほど申しましたように、両園からは、話合いをしながら聞き取り

もしておりますけれども、そういった人件費という部分に関しましては、要望といいますか、そ

ういうことを言われていないということで聞いておりますので、その辺も含めたところで、まだ、

しっかり検討した上で決めていきたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  保育園のためというよりも、子ども達が安全に過ごせる、ひい

ては保護者の安心のためだと私は思うんです。 

 例えばよその自治体、宮崎県、国の補助の要件を満たさないために独自で改正をして、保育園

の実績に応じてくれている町村もありますので、絶対これは検討していただいて、再度答弁をお

願いします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  議員言われるように、今後、村としましても子育て支援という一環で、

仕事をしながら子育てをされている親御さん達が、安心して仕事ができる環境を作っていくとい

うのは、大きな課題であると考えております。 

 そして、昨年から執行部のほうでは、両園に対してどんな支援ができるのかということを今考

えているところでございますので、そして、国の事業、国のそういう決まりにはなかなか、人員

の基準でございますとか、そういったところで乗れないところがございますので、そういったと
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ころを抜いても、自主事業としてされる部分についてもどういう支援ができるのかということで、

しっかりと検討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  村も、条例を改正してでもできるようにお願いをしたいと思い

ます。 

 担当課長にお聞きしたいと思います。学童の運営状況を確認に行ったことがあられますか。 

○議長（舟戸 治生君）  保健福祉課長、友尻陽介君。 

○保健福祉課長（友尻 陽介君）  前課長から、３月に担当職員のほうに出向いて、聞き取りに行

ったということをまず聞いておりまして、まだ私は行っておりませんが、必要であれば行きたい

と考えております。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  昨年の１２月議会でもしました。前の課長は大岩課長でしたか

ね。行ってないということで、それから行くように、行ってみたいということでしたけど、行か

れたということですかね。分かりました。友尻課長も、そういうあれもあるので、必ず行ってい

ただきたいと思います。 

 保育園から要望があったら状況を例えば確認し、対応すべきと私は思っています。その要望を

真摯に受け止めて、寄り添った支援をお願いをしたいと思います。村長、この件についてどのよ

うに受け止めておられるか、お願いします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 先ほども申しましたように、夕方の子ども達の過ごし方という、学童保育の役割というのは物

すごく大きなものだと考えておりますので、先ほど、繰り返しになりますけども、しっかりと検

討してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  検討して、よろしくお願いをしたいと思います。 

 次に、敬老祝金について、支援、年齢ごとの支給金額についてお尋ねをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  保健福祉課長、友尻陽介君。 

○保健福祉課長（友尻 陽介君）  敬老祝金につきましては、球磨村敬老祝金給付条例に基づきま

して、高齢者に対し敬老祝金を支給することにより敬老の意を表し、その長寿を祝福し、併せて

その福祉の増進を図ることを目的といたしております。 
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 給付対象者は、住民基本台帳に記載されている方のうち、９月１日までに満７７歳、満８８歳、

満１００歳に達する方で、誕生日現在において村内に引き続き１年以上住所を有する方となって

いるところです。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  今に、やはり球磨村があるのは、これまで頑張ってこられた高

齢者のおかげだと私は思うんです。子ども手当ては、子どもはしてもらっておりますけれども、

敬老祝金の金額を私は引き上げていいと思いますけれども、いかがですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 敬老祝金につきましては、高齢者の皆様方のもとに、１年間の楽しみということで、以前、条

例改正するときも、議員の皆さんからそういうご意見を頂きました。 

 しかし、今回条例改正をして、このようなやり方といいますか、に変えさせていただいたとこ

ろでございますけども、この金額等につきましては、他町村と比較しましても決して劣るような

金額ではございません。 

 ぜひ、もちろん敬老祝金も大切ではございますけども、村としましては、例えば健康教室であ

りますとか、介護予防でありますとか、あとはもう介護が必要になった後も安心して、村で、家

で生活できるような、そういった取組にしっかりと支援をしてまいりたいという方向で、今後い

かせていただきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  私、災害があってから引き下げられたと思います。もう幾らか

落ち着いてきたと思うんです。特に今は物価高、高騰、もう何も買えないと言われるんです。特

にやっぱり祝金があったら、幾らかなと、そういう声も聞きますので、考えていただきたいと思

いますが、村長、再度。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 この条例につきましては、数年前に議員の皆さんのご理解を受けて、条例を改正させていただ

いて、一応決めさせていただいたところでございます。 

 繰り返しになりますけども、先ほど申しましたように、例えばそういった方に対しましては、

商品券でございますとか、そういったほかの支援の仕方ということをしっかり考えて、今後いか

せていただければと思っております。 

 以上です。 
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○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  私は、前のように１００歳になって、５年間で５０万、

１００歳になったときあと５０万、１００万までやらんでいいと思うんです。自分が金の使われ

るときに、幾らかでも幾らかでも増やしていただけば助かると思うんです。 

 本当に、先ほど言いますように、今まで球磨村をこうしてきたのは、その人達がおられたこと

だと思いますけれども、村長、少しでも上げてもらえないのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 繰り返しになります。申し訳ございませんけども、先ほど申しましたように、敬老祝金につき

ましては、現状維持でさせていただいて、ほかの部分でしっかりと高齢の皆様方には支援をして

いきたいと考えておりますので、ご理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  村の財政を考えればやはりと思いますけれども、やはりそれは

分かるんですけれども、お年寄りも、子どもは村の宝と言われますけれども、お年寄りもですよ、

いずれ考えていただく日が、早めに考えてください。 

 次に、産業振興対策でお尋ねいたします。 

 まず、農業振興の方向性についてお伺いをいたします。 

 産業振興対策補助金、やっと５割に引き上げてもらいました。苗木を買いたくても、高くてた

くさんは買えない。水稲の農薬代や有害駆除対策の電柵も高くなっております。 

 私も、ほかの議員も一緒ですけども、議員になってから補助金を上げるようにとお願いをして

まいりました。そして、たくさんの住民もそうでした。やっとかなえて、うれしく思います。た

くさんの農家が喜ばれるものと思っております。 

 髙永課長、教育課長のときには給食費無償化、高校生の就学支援補助、子どもを持つ保護者に

対するＷｉ癩Ｆｉ環境の補助など、保護者に寄り添って様々な支援をしていただきました。今回

は、特に産業振興対策補助金のアップの実現です。課長が替わられてすぐだったと思いますけれ

ども、大変課長のやる気次第では、感謝をしております。 

 さて、これからの球磨村は、復旧から創造的復興に向かわなければなりません。農業振興もそ

うです。 

 それでは、今後の球磨村の農業振興の方向性について、村長にお伺いをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 
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 農業振興の方向性についてでございますけども、昨今、農業を取り巻く情勢は、ウクライナ問

題を端に発し、資源、資材、資材費とか、燃油の高騰、トラックドライバーの労働時間規制等に

よりまして、厳しい状況、環境でございます。また、農業者の高齢化や農地面積の減少等が進ん

でいる状況であります。 

 本村においても、同様に高齢化や担い手不足が深刻であり、先人から受け継がれてきた農地に

おいて耕作放棄地が増加し、それが病害虫発生の温床となり、耕作されている農地へと飛び移る

など、農家の耕作意欲の低下にもつながっているような状況でございます。まさに今、農業を取

り巻く情勢、状況が正念場であり、村の農業施策も大きな転換が求められていると考えておりま

す。 

 村では、村の農業を夢を持って働ける、やりがいのある稼げる農業にするために、先ほど議員

言われたように、３年間の時限措置ではございますけども、産業振興対策事業補助金の補助率を

上げることをさせていただいております。農業従事者の生産意欲の向上を図り、将来にわたって

守りゆくべき農地の耕作、管理の活性化に努めてまいりたいと考えております。 

 また、これに併せて新たな農業継承に関する補助メニューを創設しており、事業継承に関わる

費用を補助することで、後継者と担い手の育成に努めてまいります。村としましても、本年度か

ら３年間、この３年間というのはしっかりと投資的な意味でも、農業その他につきまして取り組

んでいきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  事業継承に補助メニューとありましたけれども、ヤマメとかそ

ういう産業に特化したメニューではないですかね。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  産業振興補助対策補助要綱を今回見直しをさせていただいて、

補助率３割以内から５割以内ということで拡充をさせていただいたわけでございます。それに伴

いまして、事業継承に関する新たな補助事業、補助メニューも創設をさせていただきました。 

 議員が言われますように、これはヤマメ等の水産業に特化したものだけではなく、農林業にも

適用できるというふうに解釈をしていただいて結構でございます。 

 球磨村の専業農家は少のうございますが、後継者不足、担い手不足、そういった農家が多くご

ざいます。そういった方々を対象とした補助メニューでございます。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  この村には、専業農家はそんなにたくさんないと思うんです。
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後継者がいない、高齢者農家はたくさんあります。特に梨農家も含めてですけれども、深刻な問

題と思います。寄り添った支援をお願いをいたしたいと思います。 

 村長、先ほど３年間の時限措置とありますけども、４年目からはどうするの。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 現時点では、３年間ということで考えております。その後は、またそのときが来たときに、ま

たしっかりと議論をしていかなければいけないと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  ３年間、その後はまた考える。５年間ぐらいでやっていくとい

うのはなかったんですよね。３年間で区切ってやっているんですか……。もうよいですけれども、

支援を頂いたことに感謝したいと思います。 

 しかし、後継者不足でなかなか作らない、稼げる農業が私は大事だと思うんです。その稼げる

農業に対してはどう思われるか、担当課長でも結構です。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  稼げる農業ということで質問いただいたところでございます。

議員の皆様また農家の皆様のこれまでの要望が、産業振興対策補助金を上げてください、拡充し

てくださいというところで、これは職員が提案をして、そして最終的には村長が決心をしていた

だいたわけでございます。 

 幾ら産業振興補助率を拡充しても、どうしてもやっぱり作っていただかないと農業振興に結び

つきませんので、今年度も昨年度に引き続き奨励作物、ニンニクであったりとかインゲン、ズッ

キーニ、甘長トウガラシ、ミシマサイコ等々をたくさんの方々に栽培をしてもらって出荷をして

いただくと。この奨励作物は、比較的ほかの野菜等に比べると高値で取引をされますので、そう

いったのを推進していきたい。 

 併せて耕作放棄地がたくさんございますので、そちらの解消にもつなげていきたいというよう

に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  例えば奨励作物をどれくらい作る、今年、分かれば。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  奨励作物については、本年度は７つの作物ということで作付の

予定をしているところでございます。 
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 農家等の方々の意向でちょっと変わる場合がございますが、例えばニンニクについては２名、

インゲンが１名、ズッキーニが１名、甘長トウガラシが３名、スイートコーンが４名、抑制カボ

チャが１１名、ミシマサイコが６名ということで、延べにすると２８名になります。 

 しかしながら、複数作っていらっしゃる農家もいらっしゃいますので、実質はこの２８名より

も少なくなるというところでございます。これは、あくまでも令和６年の作付の予定ということ

でございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  ズッキーニを作ってある方は、ズッキーニ、甘長トウガラシも

出荷されているんです。大変、今年高いんです、キャベツあたりを買う人が。生産者は大変今喜

んでおられます、ズッキーニ、甘長トウガラシあたりは。 

 私は薬草をして、作っておりますけれども、球磨村におきましては、去年の薬草が約５００万

から上がっております。反収が一番、いろんなところで５９万ぐらい、米よりかいいということ

で、特に岡原辺りはたばこをやめていても今、今年はたくさん作っておられたような気がします。 

 今年作った薬草が２の１という条件です。球磨村で１町２反、２の２というのは去年作ったん

です。今年、値段が張るんです。それが、約１町作って、おかげで米よりかよいということで作

ってもらっておりますし、それと去年から遊休農地対策ということでブドウサンショウを植えて

おります。わざわざツムラの本社から来ていただいて、特に西日の当たらない球磨村が適してい

るんじゃないかということで見ていただきました。去年１８０本頂いて、今年が４００本、ほと

んど立野地区に今植えて、試験的に植えておりますけれども、お金になるのは３年から４年目と

いうことで、もう苗は、買いをすれば２千円近くするんです。それをわざわざツムラがくれるん

です。私、大変いいんじゃないかと思いますけども、ただ日当たりには弱いということでですけ

れども、今のところは、おかげで田の中、減反してあるところでも大変いいんです。普通のあれ

は、直根が入っているのは駄目ですけれども、直根がサンショウはありませんので、大変田の中

でもいい、水はけがよかったらいいということで、今年は特に五木辺りで苗を作ってもらってお

りますし、広報あたりでもまた何回か出していただければと思うんです。お年寄りでもできるん

です。四国まで私見に行きましたけれども、ほとんどお年寄りです。稼げる農業にはやっぱりそ

こあたりも産業振興課あたりも頑張っていただければと思うんです。 

 しかし、今年はカメムシ発生が多いということで、もう何を作ってもいけないということで、

カメムシに効く農薬もありますけれども、今なかなか使われません、その農薬が。私は今木酢を

使っているんで、木酢はなりません。ただ、木酢は追い払うだけです。木酢が大変よいというこ

とですので、特に今、木炭で焼いてもらうんですかね、木炭。 
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○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  振興センターに炭焼き窯がございまして、令和２年７月の災害

以降は、木炭の生産は中止をしておりましたが、昨年度ぐらいから利用があっているみたいでご

ざいます。先日も、水篠の方が木炭を出したよという話をちょっと聞いたような気がいたします。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  窯の、せっかくありますので、焼かせて、木酢を売って、米で

もいいです、木酢は何でも。木酢が大変カメムシによいということを聞きましたので、課長、よ

ろしくお願いをいたしたいと思います。 

 もう最後になりますけれども、森林環境譲与税の有効活用についてお伺いをいたします。 

 今年から森林環境税が、個人住民税均等割合わせて１人年額１千円が徴収されます。もうこの

間来とったみたいです。環境譲与税は市町村においては、間伐や人材育成、担い手の確保、木材

の利用の促進や普及啓発等の森林整備及びその促進に関する費用に充てることとされております。

その使途が限定されているわけではありません。 

 また、その使途については法第３４に基づき、インターネットの利用等により公表しなければ

ならないこととされております。国民の血税を頂いているわけですから、有効活用しなければな

りません。森林環境譲与税の有効活用について、村長に伺いをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 森林環境譲与税の有効活用ということでございますけども、村におきましては、これまで森林

環境譲与税を私有林の間伐材搬出補助の村負担分やライフライン支障木の処理、作業道の開設・

補修、林道の維持管理に充てております。 

 また、木材利用の促進の取組として、間伐材パルプを利用した事務用品の購入や木造住宅の建

設に対する補助、普及啓発活動の一環として木工体験の開催に充ててまいりました。 

 本年度においては、これらの事業に加え、球磨清流学園で実施しますふるさと学の一環として

の子ども達の植林体験地の整備や森林教室の実施、林業従事者の担い手支援、民有林の造林等に

対する補助、鹿による森林被害対策の検証に活用することとしております。 

 また、今後は村有林を活用したＪ癩クレジット創出の計画もしており、それで得た資金も貴重

な財源として活用してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  本年度の割当額と使途内容、使途内容の公表時期についてお伺
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いをいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  本年度の譲与税上の割当額が、７,５４１万円でございます。 

 使い道、使途につきましては、産業振興対策事業、それから作業道の整備事業、林道事業、森

林環境事業等となっております。 

 公表時期につきましては、昨年度が１２月頃でございました。本年度も、１１月から１２月に

かけまして、球磨村のウェブサイト、ホームページで公表したいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  村長、何て。Ｊ癩クレジット、何ですかね。Ｊ癩クレジット、

それを財源に充てたい。（「将来はいつか」と呼ぶ者あり）分かりません、もう少し詳しく、端

的に教えてください。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  村長の答弁に、Ｊ癩クレジットの創出により事業の財源に充て

たいという答弁があったと思います。本村では、地球温暖化対策事業に取り組んでおります。

Ｊ癩クレジット事業もその取組の一つでございまして、Ｊ癩クレジット制度は、省エネルギー設

備の導入、それから再生可能エネルギーの利用による二酸化炭素、ＣＯ２等の排出量の削減量、

それから、森林の適切な管理による二酸化炭素の吸収量をクレジットとして国が認める制度でご

ざいます。 

 自治体が、省エネ活動や森林活動などによって二酸化炭素を削減した場合、その成果がクレジ

ットとして認定されます。このクレジットをＣＯ２、二酸化炭素を排出している都会等の企業等

に売却して、そこで得た益金を貴重な財源として活用してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  話違いますけど、森林環境譲与税は国から全部金が来るってこ

とですか。ちょっと説明してください。 

○議長（舟戸 治生君）  産業振興課長、髙永幸夫君。 

○産業振興課長（髙永 幸夫君）  まず、森林環境税につきましては、個人住民税を賦課されてい

る方から、年額一律１千円ということで国に納める制度でございます。 

 森林環境譲与税につきましては、その財源を国が集めて自治体に配分するという形になります。 

 以上でございます。 
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○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君。 

○議員（１０番 田代 利一君）  譲与税で五木村辺りは、去年３,９００万ぐらい利用しておら

えるようでございますので、そういったところもちょっと調べていただいて、活用していただき

たいと思います。 

 もう時間も参りますけれども、森林環境譲与税の使途について、各自治体の裁量に任されるた

めに使い道が曖昧になるという意見もあります。森林環境譲与税は、森林整備及びその促進に関

する費用や森林整備を実施する市町村の支援等に関する費用に使うという縛りではありますが、

具体的策は各地方自治体に任されているようであります。 

 最終的には、その使途をインターネットなどを通じて公表することになっておりますので、国

民から批判されないように、先ほども述べましたとおり、国民の血税を頂いているわけです。し

っかりとした目的を持って、しっかり有効活用させることをお願い申し上げ、私の一般質問を終

わります。ありがとうございました。 

○議長（舟戸 治生君）  １０番、田代利一君の質問が終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（舟戸 治生君）  ここで１０分の休憩をいたします。 

午前10時55分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午前11時05分再開 

○議長（舟戸 治生君）  それでは、休憩前に引き続き本会議を再開します。 

 一般質問を行います。２番、西林尚賜君。質問時間は６０分です。２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  議長のお許しを頂きましたので、これから一般質問をさせていた

だきます。 

 まず最初に、松谷村長、村長就任改めましておめでとうございます。ご自身もおっしゃられて

おりますが、大事な次の４年間となります。共に村の未来に向けて頑張っていきましょう。どう

ぞよろしくお願いをいたします。 

 次に、令和２年豪雨災害から来月７月４日で丸４年を経過することとなりますが、いまだに災

害からの復旧・復興への取組が続いております。もうすぐ梅雨期に入ります。また、台風シーズ

ンを迎えることとなります。球磨村は山間地域の集落、川沿いの集落が多く点在し、災害の発生

に対しまして、住民の多くの方々が不安な思いが続いております。一日でも早く安全で安心した

生活が送れるよう、できる限りの取組で災害に強い村づくりを急がなければなりません。様々な

災害対策事業に対しまして、早急な取組が必要だと強く思っております。 

 それでは、通告書に基づき一般質問をさせていただきます。 
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 今回、安全・安心な暮らしの環境づくりの中で、定住人口の維持と地域脱炭素先行地域事業計

画について質問をいたします。 

 １点目は定住人口の維持についてですが、令和２年７月豪雨災害以降、球磨村の人口は大きく

減少し続けております。報道等による人口増減の調査報道では、必ず球磨村の人口減少のことが

大きく報道されている状況です。 

 第６次球磨村総合計画後期基本計画では、安全・安心な暮らしの環境づくりの中に、村の基盤

整備が定住人口を維持するために重要な施策となっております。 

 特に住居に関しましては、生活する上で最もの重要なこととなります。村外からの移住・定住

の施策も非常に大事な事業とはなりますが、まずは今球磨村に住んでおられる方々が村外へ流出

することを防ぐために、居住環境の整備と子育て世代への支援となるお祝い金、支援金等の支給

要件緩和が重要施策となりますので、このことについてお伺いをいたします。 

 次に、地域脱炭素先行地域事業計画についてですが、球磨村は２０５０年までに二炭化炭素排

出量を実質ゼロにする取組を推進していくことで、ゼロカーボンシティ宣言を行っており、令和

４年６月には環境省から脱炭素先行地域として選定をされております。 

 このような取組が行われている中、地域脱炭素移行・再エネ推進交付金を活用したこれまでに

導入された再生エネルギーの実績と、これから導入をされる再生可能エネルギー導入計画につい

てお伺いをいたします。 

 以上、大きく２点について質問をいたします。ご答弁よろしくお願いいたします。再質問につ

いては、質問席から行います。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君の質問に執行部の答弁を求めます。村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  ただいまの西林議員の質問についてお答えします。 

 通告に従い、まず、安全・安心な暮らしの環境づくり、定住人口の維持についてお答えします。 

 村有住宅の入居・整備状況ですが、運動公園内の木造仮設住宅については、芝生広場とグラウ

ンドの３列目までを熊本県から譲り受け、改修を行っております。このうち芝生広場側は３月末

に完成し、現在１５世帯が入居されております。グラウンド側につきましては、本年１０月頃に

は完成見込みであり、仮設住宅にお住まいの方の生活再建につながるものと考えております。ま

た、５月８日の議会臨時会で財産取得について可決いただきました神瀬地区小規模改良住宅は、

事業者により建築着工の準備が進められているところでございます。 

 今後におきましても、住環境の充実を図り、村への移住・定住を促進するため、運動公園グラ

ウンド仮設団地の木造仮設住宅を熊本県から譲り受け、村有住宅としてグラウンド内に整備する

ことや、移築等による活用について検討を進めているところでございます。 

 続いて、宅地整備・分譲の状況等についてお答えをします。 
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 塚ノ丸団地の第１期２７区画については、令和６年３月末に竣工し、先月分筆登記が完了しま

した。現在、申込みいただいた方との契約手続を進めており、今後住宅の建築が進むものと考え

ております。 

 しかしながら、２７区画のうち契約手続中の区画は１７区画となっていることから、空き区画

についての募集を継続しているところでございます。 

 また、第２期１３区画については、今月着工する予定と県から伺っており、工事竣工後分筆登

記の手続を行った上で、年度内に対象住民へ引き渡す予定としております。 

 なお、現在１３区画中５区画の申込みとなっており、こちらについても空き区画の募集を継続

しているところでございます。 

 次に、祝い金、支援金等の支給要件緩和についてお答えをします。 

 出生祝い金は村内に居住する者を支給対象としており、村内に住民票があったとしても、居住

の実態がなければ支給はしていないところでございます。 

 住所については、民法第２２条において生活の本拠を住所とするとされており、住民基本台帳

法においては、転入や転居した日から１４日以内に氏名や住所等を市町村長に届けなければなら

ないとされております。さらに、虚偽の届出をした場合や正当な理由がなく届出をしていない場

合は５万円以下の過料に処するとされているため、村としましても、生活の拠点である居所に住

所を置くよう指導しているところでございます。 

 このようなことから、出生祝い金の支給の対象は、実際に村に居住している者としており、居

住の実態のない場合については、支給要件に該当しないため支給はできないと考えているところ

でございます。 

 次に、地域脱炭素先行地域事業計画についてお答えします。 

 本村は、令和４年６月に環境省の脱炭素先行地域に選定され、現在、脱炭素先行地域事業に取

り組んでおります。 

 １点目の再生可能エネルギーの導入実績と今後の導入計画についてですが、令和４年度及び昨

年度においては、太陽光発電設備と蓄電池を役場や学校、災害公営住宅、球磨村森林組合の施設

等に設置したところであり、事業費は令和４年度が約６,５００万円、令和５年度が約１億

６,５００万円でございました。 

 今年度は総合運動公園に整備している村有住宅、千寿園、三ケ浦の荒廃農地への太陽光発電設

備及び蓄電池の設置を行うとともに、蓄電池の充放電のタイミングの調整や災害警報発令時にお

ける充電量の確保などの蓄電池を制御するためのシステム及びＥＶ公用車の導入を予定しており

ます。 

 令和７年度以降も、引き続き荒廃農地等に太陽光発電設備を設置するほか、ＥＶ公用車及びＥ
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Ｖスクールバスの導入を計画しております。事業費としては、令和６年度が１億７,６００万円、

令和７年度以降で３億４,０００万円を見込んでおります。 

 ２点目の省エネルギー対策の具体的計画についてですが、村では省エネルギー住宅の建築や断

熱効果を高めるリフォーム、省エネルギー性能の高いエアコン等の家電製品や電気自動車への買

換え等を促進するため、村民に対し情報提供と普及啓発を行うこととしており、リフォームに要

する費用に対しましては、村から補助を行っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  質問に対してご答弁ありがとうございます。 

 これから、各項目ごとに再質問をさせていただきます。 

 まず、安全・安心な暮らしの環境づくりの中で、村の基盤整備が定住人口を維持するという重

要な施策であるということでなっておりますけども、住居に関することをお伺いしたいと思いま

す。 

 最初に、総合運動公園周辺の村有住宅についてですけども、一昨日、木造仮設改修事業のこと

で宮本議員が質問されましたけども、もう一度お聞きをしたいと思います。 

 芝生広場、２０戸の村有住宅ということで、完成をしておりますけども、先ほど村長の答弁の

中で１５戸が入居されているということですけども、この残り５戸、これについては村の各所で

かさ上げ事業が進んでおりますけども、そういう方々の一時的な住まいということで改修される

１１戸も含めてそういう考えがあるのか、お聞きをしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  芝生広場の村有住宅ですけれども、現在完成しておりますのは広場

側の１８戸になっております。簡易改修につきましては、グラウンド側に２戸ございまして、今、

西林議員がおっしゃいましたとおり２０戸の予定でございます。 

 １８戸のうち１５戸が現在生活再建されておるところですけれども、残りの３戸のうち２戸に

つきましては、かさ上げ等を、これはちょっと間取り的には１ＤＫなんですけれども、かさ上げ

の対象となっておられる世帯の方が入居されておりまして、もう１戸につきましては、今後グラ

ウンド側に改修しております村有住宅、仮設住宅の転用で村有住宅になりますけれども、のほう

に転居予定ということでなっておりまして、そこにつきましては、グラウンド側の改修に合わせ

て工事を進めることとしております。 

 今後におきまして、グラウンド側の村有住宅等につきましても、かさ上げ工事等で、その時期

とかがあった場合でありますとか、ほかに、まず生活再建ということで入居を考えておりますの

で、そういったところで余剰があった場合には検討をしたいと思っております。まずは生活再建



- 22 - 

の場ということで、村有住宅の活用を考えております。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  かさ上げ事業等々で必要な場合にはということではありますけど

も、今、グラウンド仮設内、１１戸の改修を行われているかと思いますけども、１０月には完成

するということですけども、今後、その募集の時期だったり募集の想定、あるいは一般の方々、

災害以外の方が入られる数が出てくるのかどうか、その辺をお願いしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  グラウンド側につきましては、今西林委員が言われました１１戸に

加えて、共用的な物置といいますか、そういった形で考えておりましたけれども、１ＤＫの部屋

を２戸また増設するところで計画しておるところです。 

 これにつきましては、今、全体で１１戸ですけれども、１１戸とあと簡易改修する２戸、

１３戸、グラウンド側にはなりますけれども、それにつきましては、今、生活再建をされる方で

ある程度埋まってくるというようなところもございますが、まだ現在のところでは４戸ほど空く

のではないかというようなところでございます。 

 そういったところにつきましては、今後検討していかなければならないところですけれども、

１０月ぐらいには完成見込みでありますので、それまでのうちにはどういった状況で申込みを受

け付けるかというところで検討させていただきたいと思っております。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  災害者優先ということですけども、一般の方々もやっぱり待って

おられる方がいらっしゃいますので、その辺、その募集の時期、あるいは空きがあるのかどうか

というところも含めて、周知のほうはよろしくお願いをしたいと思いますけども、そういう住宅、

やっぱり足りないんだと思うんです。今、グラウンド仮設、改修中でありますけども、引き続き

総合運動公園、仮設が建っていますけども、その辺で村有住宅に県から譲渡いただいて改修する

計画があるのか、あるんであれば、どの範囲をどのような形でやるのか、ちょっとあればお願い

をしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  まず、グラウンドの仮設住宅ですけれども、先ほど村長が答弁しま

したように、今、３列目までのところを改修しておるところなんですが、そのほかにも一応熊本

県との協議は必要になりますけれども、譲受けを頂いた後、村有住宅としてグラウンド内に整備

する、あるいは移築等によっての活用を考えているところでございます。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  現時点で、増設の計画はあるということで、どこまでと言うとな



- 23 - 

かなか難しいと思いますけども、先ほども言いましたように、待っていらっしゃる方が非常に多

いというふうに聞きますので、運動公園は渡にありますけども、ぜひ、そういう利便性の高いと

ころに村有住宅を造っていただいて、移住・定住も含めて、定住人口の維持につなげるようにし

っかりとお願いをしたいと思います。 

 次に、今年２月から３月にかけまして、永崎団地のほうで募集戸数１戸の募集がありましたけ

ども、話を聞きますと、子育て世代を中心に複数の方が応募されたということを聞いております

けども、当然抽せんに漏れた方がおられますけども、学校周辺の一勝地にそういった複数の方が

応募されて、１戸ということですので、一勝地に村有住宅を、必要ではないかなというふうに思

いますけども、その辺、一勝地に造る造らないという話を、あるのかどうか、またそういった場

所とか、そういうところも含めて何か計画的なものがあれば、教えていただきたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 今言われるように、一勝地区に具体的なその建設の計画があるかって言われると、今のところ

はございません。 

 ただ、今まで一勝地にも村有地が幾つかございますので、そこに、例えば、先ほども申しまし

たように、仮設住宅を移設できないかとか、そういった話は執行部の中でも出ておりますので、

その辺はまだ今後の課題だと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  村長もおっしゃられるように、ぜひ、一勝地に学校がありますの

で、そこにやっぱり子育て世代のニーズがあるんであれば、もうぜひとも造っていただきたいと

思います。 

 それぞれの地域でそれぞれのニーズがあるかと思いますので、村有住宅と仮設住宅を県から譲

渡していただいて、もうぜひとも神瀬も含めたところでやっていただきたいというふうに思いま

す。 

 ２月から３月にかけて募集がありましたけども、それに抽せんで漏れたという方もいらっしゃ

います。これまでもたくさんの方が、そういう方いらっしゃいますけども、今後、運動公園辺り、

村有住宅あるいは村営住宅あたりが建っていきますけども、抽せんに漏れた方、そういった方を、

もうぜひとも村内に引き止めるためにも、住宅入居者審査会あたりで審議・検討して、優先的に

入れるっていうことは考えられないんでしょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  入居募集を行いまして、複数の方が申込みをされた場合、抽せんに
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よりましてその入居を決定しておるところですけれども、村に残りたい、球磨村に来たいと言わ

れる方が抽せんに漏れたりしておるような状況でもございます。 

 これは、審査会で検討すべきものかどうかにもよりますけれども、そういった村への強い、村

に残りたいという強いお気持ちをお持ちである方等につきまして、今後におきまして、言われま

したように優先入居ができないかにつきましては、検討を重ねてまいりたいというふうに思って

おります。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  ぜひとも前向きに検討していただきたいと思います。村に残りた

い、だけど住むところがないという方、抽せんに漏れて、もうぜひとも、そういう方を優先的に

お願いをしたいと思います。特に今回、子育て世代の方でありましたけども、住むところがない

となければ出てきますよっていう話までちょっと聞いておりますので、そういったところはしっ

かりと話をしていただきたいと思います。 

 次に、住居に関する一王寺団地、塚ノ丸団地のことについてお聞きをしたいと思います。 

 以前、お聞きした内容では一王寺団地のほうが１４区画で残り２区画、塚ノ丸の造成その１が

２７区画で残り１０区画、塚ノ丸造成その２が１３区画で残り７区画ということで聞いておりま

したけども、先ほど村長のほうから話があった件数とちょっと変わっていますけども、現状、今

どういった状況なのか教えていただきたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  西林議員言われましたとおり、村長が答弁した内容になりますけれ

ども、一王寺団地につきましては、２区画がまだ募集中でございます。塚ノ丸団地につきまして

は、２期造成工事の中で、６戸申込みがあっておりましたが、１世帯が辞退をされまして、現在

５戸ということになっております。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  以前、２月ぐらいの情報だったと思いますけど、それから増えて

いない、逆に減っているという状況ですけども、今から家が建っていくことによって、また状況

変わるかと思いますけども、残りも随時募集をされていくということになるかと思いますけども、

塚ノ丸団地造成その２の工事の状況についてお伺いしたいと思いますけども、その１工事が今終

わりまして、今朝もちょっと行ってきたんですけども、引渡しが行われて、家を建てるための基

礎工事が終わっていらっしゃる方もいらっしゃいますけども、その１は順調に進んでいるかと思

いますけど、その２の工事ですけども、今朝行っても、もちろん現場は稼働していませんでした。

村長は今月入られるということですけども、待っていらっしゃる方はたくさんいらっしゃるんで

すよね。 
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 そういった中、契約自体は昨年の３月に業者と終わっているというふうに聞いておりますけど

も、現場、今月入っていつ終わるのか。それと、今行われています避難路その３、この工事のス

ケジュールと併せてお聞きをしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  建設課長、毎床公司君。 

○建設課長（毎床 公司君）  ただいまの質問にお答えしたいと思います。 

 まず、宅地造成工事のその２で、契約が３月に終わっているのにまだ入っていないかというこ

とですが、この工事につきましては、現在、余裕工期の期間で９０日を取ってあります。この余

裕工期というのが、資材の確保であったり人材の確保であったり、工事に入るため、スムーズに

入るための準備期間といたしまして９０日の余裕工期が設けられており、３月ですので、村長の

答弁にもございましたとおり６月中旬以降になるかと思いますが、それぐらいに着工の予定とな

っております。工期のほうが来年、令和７年の１月１４日までという現在の工期でございます。 

 避難路のその３についてですが、こちらのほう、予定といたしましては、こちらも余裕工期が

９０日間、取ってありまして、令和５年１２月５日に契約されておりまして、完了予定といたし

ましては令和６年の１０月上旬を予定となっております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  余裕工期を取られているということですけども、恐らく看板一つ

上がってないんですよね。梅雨に多分入ってくるんで、当然泥を扱う仕事になってきます。恐ら

く梅雨を明けて７月の末、そういった工事の着手になるんだろうなというふうには思っています

けども、先ほども言いましたように、造成その２も待ってらっしゃる方がいらっしゃいますので、

避難路その２、余裕工期があるという中で、結局いろんな仕事ができずに後回しになっている工

事もありますので、その辺は県の代行工事になりますので、しっかりと県のほうにお伝えていた

だきたいと思います。 

 造成その２を待たれている方は、仮設の延長をされているというふうにお聞きをしました。今

のところ来年７月までということにはなっていますけども、今の工程でいくと、ちょっとやっぱ

り来年７月も間に合わないんじゃないかなというふうに思っていますので、しっかりと県のほう

に工事をしていただいて、その後、村のほう、登記等も含めて手続をしっかりとやっていただき

たいというふうに思っております。 

 塚ノ丸団地の全体の工事ですけども、造成その１工事と避難路その１工事がもう終わりまして、

宅地の引渡しも行われていますけども、塚ノ丸周辺の整備についてお聞きをしたいと思います。 

 ２年前、初めて議員になったときにもお聞きしたんですけども、塚ノ丸の周辺に住んでいらっ

しゃる方いらっしゃいますけども、当時の建設課長は言われましたけども、造成その１が終わっ
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て宅地内の道路が完成したら、未舗装の道路あるいは山から流れる雨水対策等々の整備をやって

いくということで話をされました。条件が、私はそろったと思いますけども、整備の計画につい

てお伺いをしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  建設課長、毎床公司君。 

○建設課長（毎床 公司君）  塚ノ丸周辺の整備についてということで、議員おっしゃったとおり、

以前にも質問のほうがございまして、熊本県に委託して実施している事業以外のところで、もと

もとあった住宅、松舟宅と岡宅、２件ある作業道の舗装、あとは排水施設の工事と思いますが、

ここの塚ノ丸団地のもともとの計画自体が１万平米を超えておりまして、開発許可を取る必要が

ございました。 

 前回、第１期の工事と中の道路の工事が終われば整備をするということでしたが、一応ここは

開発許可の範囲に入っておりまして、第１期の工事については、道路については、今回、部分的

に供用開始をするために、開発行為許可の完了公告ということでさせていただいております。 

 開発行為自体が、第２期の工事まで含んだところでの全体での開発許可を取っておりますので、

それに合わせて調整池の大きさとかそういったものも関連してきておりますので、今後、周辺の

整備というところでは、この２期工事が終わった後で検討していくということでお願いしたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  私は、その１と避難路その１が終わったらできるんだろうという

ふうに思っていましたので、この開発許可の面積の中に入ってくるということで、別だと私は思

っておりました。 

 しかしながら、住んでいらっしゃる方は、目の前の道路は、本当よくなったんです。でも、自

分達が住んでいるところの道路、そういったところはやっぱり未整備ですので、もうぜひともお

願いしたいと思います。工事期間中、ご迷惑、ご不便をかけたんですよ。だから、そういった意

味では、年内に造成その２が終わるということであれば、もう今からでも計画を立てて、用地交

渉が必要なことがあれば、もう今からでもそういう計画を立てていただきたいと思います。よろ

しくお願いをしたいと思います。 

 次に、今現在、工事の影響により、村道内布線、鉄板が敷設されております。引き続き塚の丸

の工事が継続されますので、しばらくはそのままだと思いますが、造成その２と避難路その３の

一部が完了すれば、鉄板の撤去あるいはその道路の補修ができると思いますけども、先ほど言わ

れたスケジュールの中で、今後の予定、補修の内容等をお伺いしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  建設課長、毎床公司君。 
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○建設課長（毎床 公司君）  塚の丸団地につきましては、議員おっしゃったとおり、その２の工

事と避難路その３が今行われております。それと併せて避難路のその４の工事も現在行われてお

り、その後に予定といたしましては、避難路のその５と避難路その６の工事が予定されておりま

して、これが片方からの工事ではなくて、恐らく２工区別々でというような方向になるかと思い

ますんで、一応この工事が終わるまでは鉄板の撤去というのはそのままで、行わないということ

で県のほうからはお聞きしております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  鉄板が引いてある、私もそうですけども、皆さん、鉄板に乗らな

いんです。車が通行される場合に、ほとんどが右側通行されます。そういうときに歩行者なんか

いると、安全の確保もできませんし、補修を今後行っていかれると思うんですけども、通行止め

の影響も考えられますし、造成その１で引渡しをされたところはもう家も建っていきますので、

そういったところに影響は出てくるかと思いますので、その辺の計画もしっかりと立てていただ

いて、補修の計画等お願いをしたいと思います。 

 それから、やがて梅雨に入りますけども、前々から話をしています。大きく状況が変わってお

りますので、例えば調整池から流れる谷、あるいはその馬氷川の合流部、そういったところは状

況が大きく変化しておりますので、村の建設課としてよく確認をしていただいて、対処をしてい

ただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 次の質問に移ります。５月の臨時議会でもありましたけども、補正予算の中で結婚新生活支援

補助金あるいは出生児祝金、高校生等教育支援金など、定住人口には必要な支援だと思います。 

 しかしながら、その支給に当たっては、それぞれの要件がありました。改めまして、それぞれ

の要件、条件等をお伺いしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  結婚生活支援金についての条件ですけれども、これにつきまし

ては、国のほうからの財源補助がありまして、県のほうで実施されて、最高６０万円その３分の

２を補助するというような制度になっております。 

 これにつきましては、球磨村で結婚されて、球磨村で生活される新婚世帯、これ補助金はもう

１回限りということで限られておりますけれども、引っ越し費用や新築費用等、そういった生活、

新しい新婚の生活をするための補助金ということで、球磨村に在住するというような条件が課さ

れております。 

 年齢につきましては、夫婦とも３９歳以下のと、あと２９歳、夫婦とも２９歳以下であれば最

高６０万円、３９歳以下であれば３０万円というような条件となっております。 
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 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  税務住民課長、蔵谷健君。 

○税務住民課長（蔵谷  健君）  出生児祝金ですけれども、これにつきましては、球磨村の出生

児祝金支給に関する条例の中に、目的が定住人口の増加と若者の定住促進を図るため、出生児に

対し祝金を支給することにより、村の活性化に寄与することを目的とするというふうになってお

りまして、支給対象児につきましては、本村に居住する者が出産しかつ出産後引き続き３年以上

本村に居住することが見込まれる者ということで、支給対象児１人につき１０万円を支給してい

るところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  教育課長、毎床貴哉君。 

○教育課長（毎床 貴哉君）  球磨村高校生等教育支援補助金につきまして、交付、給付要件につ

きましてご説明いたします。 

 この高校生等教育支援補助金につきましては、高校生等に、通学をする生徒及び下宿等を利用

して高等学校等に通学する生徒の保護者の経済的負担軽減を目的といたしまして、期間といたし

ましては、生徒が高等学校等に入学した年度から正規の最短修学期間が終了する年度までという

ことで、高校に在学している期間におきまして月額５千円、年間にいたしまして６万円の補助金

を支給をするというようなものでございます。 

 対象者の条件といたしまして、球磨村に居住をしており、高等学校等に在籍をしている生徒の

保護者であること、それと２つ目に、村税等に滞納がないことということが支給要件となってい

るところです。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  それぞれ支給に関して要件等があるということではありますけど

も、結婚新生活支援補助金あるいは出生児祝金等については、村に住民登録があって生活をされ

ているということではありますけども、村長の答弁でもありましたように、法的にいえばそのと

おりだとは思いますけども、しかしながら、災害発生以降、村の住環境あるいは子育て世代の生

活環境、このあたりを見ると、やっぱりその見直しだったり緩和をする必要があるんじゃないか

なというふうに思っております。 

 新たな要件等をつくって、支給の対象を広げるということで、定住人口の維持につなげていた

だければと思いますけども、この辺はなかなかその担当課長に聞いても答えは出ないと思います。

村長、お考えをお聞きしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 
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○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 その件については、執行部のほうも、そういうご意見を聞いた上でいろいろ議論をさせていた

だいとったところでございますけども、やっぱり最低限のその基準といいますか、村内居住とい

うことに関しましては、やっぱりこれは外すことができないのではないかということで、最終的

な結論に至ったところでございます。 

 ですから、村としましては、本当に球磨村にいたいけど、村外でやむなく生活されているとい

う方に、できる限り早く村内に帰ってきていただけるような、そういう村営住宅でございますと

か、空き家・空き地バンクでございますとか、そういったところの取組を今後できるだけ早く進

めてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  そういう話を聞かれて検討されているということですけども、や

っぱりその時々によって環境の変化が起きていますので、これから先もちょっとそういうことを

頭に入れながら、再度検討していただければというふうに思っていますので、よろしくお願いを

したいと思います。 

 先ほど出ましたけども、出生児祝金のことについてちょっとお聞きをしたいと思います。 

 平成７年度に条例化をされまして、出生児に対しまして支給をされてきました。先ほど課長が

答弁されましたように、１人につき１０万円ということで支給をされてきましたが、近隣の市町

村あるいは県内の自治体あたりを見ると、その支給額の差は結構大きくなっております。例えば、

錦町あたりであれば第１子１５万、第２子２０万、第３子以降２５万、多良木町あたりは第

１子・第２子１０万、第３子１５万、第４子２０万、第５子以降２５万、水上、五木あたりも似

たような金額でなっていまして、県内を見ますと、産山村第１子２０万円、第２子３０万円、第

３子以降月々１万円５歳までということで、６０万円ということになります。一番県内で大きか

ったのが和水町です。第１子２０万円、第２子３０万円、第３子５０万円、第４子７０万円、第

５子以降１００万円ということで、球磨村あたりとは大きな差になっています。 

 総合計画あたりを見ると、子育てをしっかりやっていきたいという中で、もちろん子育て支援

の優先順位だとか、どこに重点を置くかというところがあるかと思いますけども、球磨村も若者

定住の促進を図るんであれば、その辺の見直しが必要ではないでしょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 今、議員言われるように、私も、先日五木村長とちょっと話す機会がありまして、五木村がこ

のたびその事業をするということで、人吉新聞に載っておりました。１子が２０万、２子が
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３０万、そして多分５０万だったと思います、３子についてはですね。 

 球磨村も決して出生数が多いわけではございませんので、よそに比べますと、恐らく支出の分

は多額になることはないんだろうと思いますけども、今のところはやっぱり復興に向けて、これ

からハード事業でございますとか、そういったところも次々にいろんなことが参ります。 

 今の子育て支援についても、ほかの部分で充実をさせているものと考えておりますので、そこ

は、今のところは分かった上で、これ増額はしておらないところでございますので、今後やっぱ

り検討すべき時期、今が検討すべき時期かもしれませんけども、検討すべきでありましたら、し

っかり検討していくというスタンスで今後も進めたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  子育て支援の充実から子育てしやすい村を目指すのであれば、ぜ

ひもう近隣市町村に負けないぐらいの金額を出していただきたいと思いますけども、先ほど言わ

れましたように、どこに子育て世代の重点を置くかというところもありますけども、前向きに検

討されるということですので、ぜひともよろしくお願いをしたいと思います。 

 もう一点確認をさせていただきますけども、本年度から球磨清流学園の新１年生と新７年生に

支給されました入学・進級準備給付金についてですけども、この給付金の支給の状況とこれに関

する要件があるのかどうか、お伺いをしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  教育課長、毎床貴哉君。 

○教育課長（毎床 貴哉君）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 球磨清流学園におきまして、昨年、正確には令和５年度から今年度の入学とか進級に備えまし

て、入学及び進級準備給付金事業というものをやっております。新１年生に入学をされる保護者

の方につきましては３万と、それと新７年生、中学１年生に当たりますけども、新７年生に進学

をする生徒の保護者につきましては５万円ということで、給付金のほうを申請を頂き、実際もう

既に給付をしている状況でございますけども、この実績につきましては、新１年生につきまして

は、１７名の対象者のうち１７名がもう給付をしております。 

 それと、新７年生、中学１年生に当たりますが、これにつきましては、２０名中１８名の方が

給付をしておりまして、あと２名、実質申請をされていない方がおられますけども、こちらにつ

きましては、教育委員会のほうの事務局からも、再三保護者のほうとかにも連絡をしましたが、

申請がなかったというところで、辞退とみなしたというところでございます。 

 それと、２つ目に支給要件というようなところでございますが、今度は、該当年度の２月１日

現在におきまして、住民基本台帳に登録をされている者で次の要件を満たす者として、引き続き

球磨村に居住する意思があり、翌年度の４月１日に義務教育学校または特別支援学校に入学する
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子を養育する保護者、あと２つ目に、引き続き球磨村に居住する意思があり、翌年度の４月１日

に義務教育学校７年生に進級または中学校もしくは特別支援学校の中等部等に入学する子を養育

する保護者ということで、対象者としてうたってあるところです。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  新１年生は全員ということなんですけども、新７年生２名の方が

辞退ということですけども、そもそも申請ではなくて支給じゃなかったのかなというふうに思っ

ていますけども、申請に関わる内容等が何か複雑なんでしょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  教育課長、毎床貴哉君。 

○教育課長（毎床 貴哉君）  申請といいますか、この給付金を口座に振込をさせていただくとい

うところで、この給付につきましては手続等を行っておりまして、その口座の申出といいますか、

振込の手続等とか何かが、どうしてもこちらはそういった情報が必要ですので、それを提出して

くださいというようなところでお願いをしていたところでございます。 

 それの提出がなかったというところで、先ほどもお話をいたしましたが、こちらからも保護者

の方には電話連絡等したところでございますけども、その手続がなされなかったというとことで

ございます。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  それなりの手続をされたということで、保護者が要らないという

ことだったんだと思います。新１年生、５万円ということですので、それは大きな金額だと思い

ます。辞退をされたということで、それはもう仕方ないことだというふうに思いますけども、こ

れから先も毎年出てくるかと思います。その辺の周知だったり、その辺をしっかりとやっていた

だきたいと思います。 

 先ほど、高校生等支援補助金、５月の臨時会でもありましたけども、昨年度のその半数以下の

申請ということでしたけども、この辺も改めて広報、周知あるいは手続等の簡素化をよろしくお

願いをしたいと思います。 

 それと、支給要件ですけども、よその自治体をちょっと見てみますと、いろんな、様々な子育

て支援がある中で、要件として税金のことがありますけども、税金等々の未納者は、未納分に充

てた残りを支給するという要件が結構出てきております。 

 球磨村も、ぜひとも高校生支援等、昨年、半数以下ということでありましたので、その辺も含

めて一度検討をしていただきたいというふうに思っております。これまで先輩議員の方々、子育

て世代の支援、いろんなことを話を、質問されてきたんだと思います。その時々に必要な支援を、

環境等の変化がしておりますので、ぜひともそれに見合った支援を検討していただきたいという



- 32 - 

ふうに思っております。 

 次の質問に移ります。地域脱炭素先行地域事業計画についてです。これも、安全・安心な暮ら

しの環境づくりの中で、地球温暖化対策への取組をされております。 

 本村においては、脱炭素先行地域として選定をされ、本格的に取組が進捗をしておりますけど

も、まずは再生可能エネルギーの整備についてですけども、将来的に球磨村の電力需要の７０％

から８０％を整備していくということになっておりますけども、２０２１年度から始まったこの

計画、今現在、電力の設備と蓄電池の設備、どの程度の進捗なのか教えていただきたいと思いま

す。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  脱炭素地域の先行地域の事業計画ですけれども、これにつきま

しては、球磨村森電力とともに事業に取り組んでおります。計画期間は、令和４年度から令和

１０年度の７か年というところになっております。 

 事業の進捗としましては、４年度、５年度の実績状況で、計画では期間が令和１０年度までな

んですけども、１年前倒しで令和９年度まででの６か年です。６か年で事業計画をしていまして、

全体で、今現在進捗が３割程度、３０％は達成している。各、４年度、５年度の事業達成は、各

年度は９０％から１００％の間、ほぼほぼ見込みに合った事業達成率というところになっており

ます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  ２月に議会との意見交換会での資料でちょっと質問させていただ

いておりますけども、ほぼ計画どおりというところで進んでおるかと思いますけども、今は太陽

光のみでやられておりますけども、それと公共施設がある程度されてきて、村長が先ほど言われ

ましたように、千寿園だとかいろんなところを今年やっていくというところではありますけども、

これから先、残りの公共施設、あるいは個人住宅のＰＰＡ、屋根貸し制度、この辺をどういうふ

うにやっていくのか、そして荒廃農地の活用の計画についてお伺いしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  まず、個人住宅の屋根の太陽光発電設置、こちらにつきまして

は、今現在、今後の計画はありません。公共施設のほうの空いている屋根だったり、森林組合関

係の工場の屋根、空いているところへの設置を計画しておるような状況です。 

 それとあと、荒廃農地につきましては、三ケ浦の千津方面、沖鶴線から千津方面に向かう梅の

木鶴線、こちらのほうの耕作放棄地の個人の農地あたり、荒廃農地のほうを交渉して、太陽光発

電設置の計画をしておるところです。 
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 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  公共施設は、空いているところをまず探してされるんだと思いま

す。個人住宅はもうないということですか。ないならないで構いませんけども、荒廃農地の計画

についてですけども、株式会社球磨村森電力の計画等を見ますと、地域によって何か分かれてい

るような感じですよね。例えば三ケ浦と一勝地の荒廃農地には造る、渡、神瀬には計画がないと

いうことになっていますけども、本当にそういう計画なんでしょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  計画の段階で、現在、まだ災害からの復旧・復興、これ、渡と

神瀬については今まだ事業を進められている段階で、今後の見通しについてちょっと計画が立て

られないので、まずは三ケ浦、それから一勝地の被災していないところからの計画で取りかかる

ようにしております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  西林尚賜君。残り２分です。 

○議員（２番 西林 尚賜君）  計画自体は、森電力さんのほうが計画をされて、事業が進んでい

くとは思いますけども、今年は、先ほども言いましたように、予算１億７,６００万円というこ

とですので、行政として、共同事業者としてしっかりと携わっていただいて、事業をやっていた

だきたいと思います。 

 荒廃農地あたりは、産業振興課あるいは農業委員会等々と連携をしていただいて、計画的にや

っておいていただきたいと思います。先ほど、渡、神瀬は今のところ計画ないということであり

ますけども、そういった地域にも、荒廃農地はたくさんございますので、その辺の計画も今後と

もよろしくお願いをしたいと思います。 

 質問、もうちょっとしたかったんですけども、一応今回、安全・安心な暮らしの環境づくりの

中で、定住人口の維持と地域脱炭素先行地域事業計画の２点について質問をさせていただきまし

た。 

 村長の所信表明の中にもありますように、現在、最大の課題であるのは人口減少と少子高齢化

ということについて述べられておりますけども、定住人口維持、あるいは移住・定住の施策は非

常に重要な事業でありますので、その辺はもうスピード感を持って取り組んでいただきたいと思

っております。村長が言われていますように、未来に後悔を残さない覚悟ということですので、

どうぞその辺はよろしくお願いを申し上げまして、時間が参りましたので、これで一般質問を終

わります。ありがとうございました。 

○議長（舟戸 治生君）  ２番、西林尚賜君の質問が終わりました。 
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癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（舟戸 治生君）  本会議の途中ですが、ここで昼食のため休憩いたします。午後１時から

再開いたします。 

午後０時04分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後１時00分再開 

○議長（舟戸 治生君）  それでは、休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

 一般質問を行います。１番、永椎樹一郎君。質問時間は６０分です。１番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  皆さん、こんにちは。お疲れでございます。議長に許可を頂きま

したので、通告書に従い、一般質問を行います。 

 今年も６月、梅雨時期となりました。これから大雨あるいは台風等による浸水被害、また、土

砂災害の発生など、防災情報が一番気になる季節となりました。改めて防災、災害、避難につい

て様々な角度から検証・考察をしながら考えていかなければならないと強く思っているところで

ございます。 

 さて、３月に施行されました村長選挙において、松谷村長、当選をされ、２期目の村政がス

タートいたしました。５月の臨時会において、２期目に対する村政運営の思いを所信表明で示さ

れ、予算についても、３月定例会では骨格予算でございましたけども、肉付け予算が提案され可

決をされたところでございます。今後、所信表明で示された各施策、各事業が、３月にも策定を

されました総合計画の後期計画に沿って、計画的に優先順位をつけ進められていくものと思って

いるところでございます。 

 それでは、私の一般質問を行います。 

 まず、第１点目ですが、村政運営についてです。 

 将来にわたる村政発展のための政策実現をどのように考え、１期目の検証、これまでの成果を

基にどう実行していくのか、２期目の村政運営に対して松谷カラーを打ち出し、所信表明で示さ

れた施策が村民の暮らしや豊かさや村民の幸せにどうつながっていくのか、どのような取組、前

へ進め実現をしていくのか、お伺いをいたします。 

 次に、第２点目として、財政運営についてです。 

 政策、施策を実現するためには、言うまでもなく必ず予算が必要です。予算を執行するために

は、財源が必要となります。自主財源については、本村は非常に乏しく、国、県からの補助金あ

るいは交付税など、依存財源に頼るしかない状況が続いております。復旧・復興もまだまだ道半

ばであり、依然として厳しい財政状況であります。 

 また、６月からは電気料金も値上げになるなど、物価高騰が続いております。先ほど述べまし
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たように、村民の暮らしにも焦点を合わせていかなければならないと思っております。 

 そこで、今後の中長期にわたる財政計画、財政状況の推移、財源の確保、どのように努め対応

していくのか、今後の見通し等も含め財政運営についての考えをお伺いをします。 

 以上２点について、私の一般質問を行います。再質問につきましては、質問席より行いますの

で、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君の質問に執行部の答弁を求めます。村長、松谷浩一

君。 

○村長（松谷 浩一君）  ただいまの永椎議員の質問についてお答えをします。 

 通告に従い、村政運営についてお答えをいたします。 

 まず、将来にわたる村政発展のための政策実現についてでございますが、私が４年前の村長就

任以来大切にしていること、それは将来の球磨村を見据えた政策でなければならないという考え

方です。今後も、災害からの復興の先にある持続可能な村の実現のために、村民、議会、執行部

が一つになれるよう取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、２期目の村政に対する所信表明の施策についてですが、私の村長としての２期目の最大

の課題は、人口減少対策と考えています。令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興も進めながら、

今後は観光振興等になお一層取り組むことで、交流人口・関係人口の拡大を図り、球磨村の魅力

度アップを目指してまいります。 

 併せて、子育て支援や高齢者福祉の充実、産業の振興を図るとともに、仮設住宅の利活用や空

き家・空き地バンク制度及び移住者への支援の拡充を行うことで、移住・定住の促進を図ってま

いります。 

 次に、財政運営についてお答えします。 

 村では、今後の各種事業の確実な実施に向けて、将来を見据えた財政運営上の課題等を明らか

にした上で、それらを踏まえた中長期財政見通しを令和５年３月に策定したところでございます。 

 まず、自主財源の今後の見通しについてですが、柱となる村税については、人口減少に伴う個

人村民税の減少が懸念される一方で、塚ノ丸団地等の新たな住居に対する固定資産税や、復旧・

復興事業の増加に伴う法人村民税が増加する見込みであることから、同程度で推移すると試算を

しております。 

 また、ふるさと納税制度を活用した寄付金については、令和２年度には全国の皆様から３億

５,０００万の寄付を頂きましたがその後は減少が続いており、令和５年度は約５,５００万円の

寄付受入れとなっているところです。令和６年度は６,０００万円を目標に掲げ、寄付額の増加

に取り組んでいくこととしております。 

 次に、依存財源の今後の見通しについてですが、村の予算額の多くを占める地方交付税につい
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て、普通交付税では地方債の借入額の増加により、元利償還金に係る措置分は増加する一方で、

元利償還金に対する措置以外の分については、国税調査人口の減少に伴い減少していくものと見

込んでおります。 

 また、特別交付税については、令和２年７月豪雨災害に係る措置分の減少に伴い、交付総額も

減少することが見込まれます。 

 地方債については主に、過疎ソフトもあるため、復旧・復興事業を中心としたハード事業にお

いて活用することとしております。 

 次に、基金の状況についてですが、令和５年度末の残高が総額約５１億７,０００万円で令和

４年度末と比較すると７億８,０００万円の増となっております。基金残高は、豪雨災害以降増

加しておりましたが、今後は復興事業の進捗や地方債の元利償還金の増加、地方交付税の減少等

により、基金残高が減少していくことが見込まれます。 

 今後、安定的な財政運営を行うためには、いかに自主財源の確保を行っていくかが課題であり、

総合計画後期基本計画にも掲げておりますとおり、村税の適正な賦課と確実な徴収に取り組むと

ともに、企業版を含むふるさと納税制度への取組を強化し、財源基盤の強化を図ってまいります。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  それでは、村政運営についての再質問、また、村政運営と財政運

営、かぶる部分がございますので、ごちゃ混ぜになるかもしれませんけども、そこはご了承いた

だきたいと思います。 

 村長、まず村政運営について、１期目のこれまでの村長が思う取組と検証、これまでの１期目

の検証、公約も掲げられて１期目も当選をされましたので、今までの１期目のまず取組と検証に

ついてをまずは伺いたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 １期目は、ご承知のとおりコロナ、そして令和２年の豪雨災害ということで、なかなか私が

１期目に掲げた公約というのは、実現に向けての取組というのはできていない状況ではございま

すけども、今回の災害を受けて、その方向性というのは、まさしく１期目の公約に掲げたような

方向性で進んでいると考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  確かに村長おっしゃるように、１期目の公約も、地域ごとの特色

のある振興策を考えていきたいということで、１期目の公約はそういうことだったんだろうと思
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います。 

 ただ、就任されて、コロナそして令和２年７月豪雨災害ということで、災害復旧・復興に尽く

されたので、４年間のこの公約、自分がされた地域ごとの特色のある施策がちょっとできなかっ

たということで、報道等もされておりました。 

 今回、２期目のスタートに当たり、復旧・復興に尽くされたその４年間の実績、評価がされた

んだろうということも新聞報道でされましたけども、村長、分かります、復旧・復興、大切なこ

とは重々分かっているんですけども、これからの４年間、将来にわたるための村政の発展、これ

に必要なことというのは、村長ご自身、どう思いですしょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 ちょっと漠然な言い方になってしまいますけども、先ほど申しましたように、これからあの甚

大な災害を受けて、これからというのは、先ほど申しましたとおり、将来、球磨村の将来を考え

た全て施策でなければいけないと考えております。その場しのぎの施策は、やっぱり今後はしっ

かり皆さんとも話合いをしながらしていかないように、将来４０年、５０年後、将来の球磨村を、

持続可能な球磨村をつくっていくための様々な施策でなければいけないと考えておりますので、

その辺は議会、村民の意見を聞きながらしっかりと取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  ２期目の抱負といいますか、村長が思われるのは、やっぱり今も

おっしゃいましたけども、村づくり、将来にわたる村政発展のためのまた村づくり、将来の村の

在り方、あるいは見据えて、先ほども住民主体の村づくりだったり、村民の意見を聞くために、

これも新聞に載っておりました。地域の会合だったり、若い世代と話し合う機会をつくって、こ

れからの村づくりを考えていきたいということでございました。 

 先ほど、答弁にもありましたように、村民と議会と執行部が一つになって持続可能な村づくり

って言われましたね。持続可能な村の実現をするためにやっていきたいということで、先ほどあ

りました。村長、２期目の松谷カラーというのをどのように考え、どのように今捉えておられる

のか、お伺いをします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 これもまた漠然な言い方になって申し訳ないんですけども、先ほど議員も言われたように、今

度２期目、１期目はなかなかできなかったことを２期目していきたいと考えております。それは、

最もしていきたいというのは、やっぱり村民の皆様方の意見を聞く場をたくさん設けることです。
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意見を聞きながら、その意見を村政に反映していく、そういうふうな気持ちで２期目は取り組み

たいと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  やっぱり村長が就任をされて、この前、さっきも言いましたよう

に、もう予算も骨格予算から肉付け予算になりましたので、やはり松谷カラーを出すための予算

でもあったんだろうと思うんです。この所信表明にはいろいろ書いてございました、その施策等

どうこうということで。 

 ただ、一番大事なことは、今おっしゃるように、村民の意見を聞きながら、また一体となって、

一つとなって持続可能な村づくりをやっていくということだろうと思うんですが、それでは、改

めてお聞きをしたいと思いますけども、村長、２期目の政策実現のため、あるいは村の振興策を

２期目の公約として挙げられたのも含めて結構でございます。お教えいただければと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  私は、２期目の課題、最大の課題が人口減少対策ということで申しまし

た。なかなか人口減少を解消するということは難しいことでございますけども、今回の一般質問

の中でも答弁する予定としておりますけども、社会減、人口減少の分の社会減であります。社会

減を社会増につなげていく、これがやっぱり今後の人口減少対策に関しては重要なことだろうと

思っておりますので、それを実現するための施策を今後はしっかりと取り組んでまいりたい。 

 今、１つ、２つ具体的に言いますと、今、子育て支援、子どもに対する支援というのを拡充し

ているところでございますけども、それと併せて学校の教育環境の整備、魅力ある学校づくり、

そういったところを進めることで、子どもを持つ親御さん達に選んでいただく村にしていく、そ

れが一つの、施策の一つでございます。 

 それとあと、産業、観光の振興でございますけども、農業も含めた産業、そして観光の振興で

ございますけども、今後の球磨村、もちろん農林業もでございますけども、やっぱり観光という

ところの可能性というのをしっかりと追求していく、これが今後の球磨村の持続可能な村づくり

につながっていくものと考えておりますので、そこは職員の強化でございますとか、そういった

ところも含めて取り組んでいくつもりでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  やっぱり人口減少対策だったり少子高齢化、あるいは予算にも上

げた空き家対策等々を今回新たにされましたので、そういうのが目玉でまたやっていかれるんだ

ろうと思います。 
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 村長、これ２期目の公約に、村長、やっぱり今おっしゃること、教育環境だったり宅地の整備

というところを言っておられるんです。そして、森林と球磨川を生かした観光を作っていかなき

ゃいけない。観光の村づくりをつくっていかなければならない。やっぱり住んでみたい、選んで

もらえるような村づくりをやっていかなければならないということでございますので、そこはし

っかりと自分の公約でご当選されたんでしょうから、そこをちゃんとしていかないと、柱を持っ

てやっていかないということで、漠然と先ほどおっしゃいました。漠然としているけども、そう

いう村づくりをやっていきたいということでございますので、そこはあるんですけども、村長、

地域ごとの振興策ということで、渡、一勝地、神瀬、三ケ浦、高沢と５地区ぐらいに分かれます。

それぞれどう地域の、地区の発展を、今回松谷カラーを出すためにどう考えておられるのか、お

伺いいたします。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 令和２年の災害を受けて、その地区地区、大きくやっぱり変わりました。やっぱり前回とは違

った部分たくさんございますけども、基本的な部分というのは４年前の公約と大きく変わること

はございません。先ほどの答弁でも、ご質問にもお答えしたとおり、今回、４年たって今思うこ

とは、４年前の目標、公約が、より方向性がそのように定まったのかなということで考えており

ます。 

 渡地区を中心に住宅政策を行うことで、恐らく皆さんお分かりになると思いますけども、渡が

どうしてもやっぱり生活しやすい、やっぱり人吉にも近いということで、あそこを選ばれる方っ

ていうのはどうしても多いんだろうと思います。 

 これは、これまで長年村政、関わってこられた方もいらっしゃいますけども、その中でやっぱ

りどうしても神瀬とか、山間地、一勝地辺り、三ケ浦でも一緒でございますけども、お住まいの

方がやっぱり渡に出ていかれるとか、そういった現象はもうずっと以前からございましたので、

そういったところを踏まえたところでも、住宅政策はやっぱり渡にということで考えております。 

 そして、一勝地におきましては、やっぱり村の重要な公的な施設といいますか、消防署、警察、

診療所、そして学校、かわせみ、たくさんそういったものがございますので、よりそういった施

設の強化でございますとか、そういったものをしっかり整備していくことと、あとは公共交通も、

コミュニティバス、今走っておりますけども、コミバスもしっかり内容を整備していくことで、

あそこに通いやすいといいますか、そういった村の交通も整備していくということが必要だろう

と思います。 

 そして、神瀬におきましては、神瀬は本当に今回の災害で甚大な被害を受けました。ですから、

元の形といいますか、機能というのは大きく失われたわけでございますけども、あそこはやっぱ
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り大きな、球磨村で一番大きな企業であります森林組合がございます。森林組合は、今も観光、

そして林業、そして製材所等においても、本当によそに引けを取らないような企業として頑張っ

ていただいておりますので、やっぱり森林組合を中心とした、そういったあらゆる面での産業の

振興に関わっていただきたい。そこで、今森林組合にも八代辺りからお勤めいただいている方も

いらっしゃいますので、将来はそういう部分で拡充していく。 

 そして、今中心地であります木屋角地区は、かさ上げを行っております。そして、たかおとの

跡地におきましても、今、土砂置場とかいろんなことで活用させていただいておりますけども、

この災害からの復旧・復興が終わりますと、あそこの活用についても考えられるんだろうと思い

ます。観光の拠点あたりにしても、恐らくいろんな考え方ができると思いますので、そういった

部分でも、先ほど申しましたように、地元の方としっかり協議をしながら、思いを聞きながら、

どういったところに使えるかということで、しっかりと取り組んでいきたいと思います。 

 そして高沢地区におかれましても、今回の災害で大きな被害を受けられました高沢地区におい

ても、隠れ観音でございますとか、様々な観光資源もございます。そういったところを生かした

ところで、何ができるかというのは、これも繰り返しになりますけども、やっぱり地元の方とし

っかりと協議をしながら進めていく必要があるんだろうと思います。 

 そして、最後に三ケ浦ですけども、今、三ケ浦は体験交流館がございますけども、今、あそこ

を中心に一生懸命取組を地域の方々と一緒に取り組んでおられますので、やっぱりそれはしっか

り進めていきながら、あと、あそこに周辺には梨でありますとか、イチゴでありますとか、たく

さんやっぱり専業農家で頑張っておられる方もいらっしゃいますので、そういったところの後継

者でありますとか、農業振興の部分でありますとか、そういったところにもしっかり村として関

わっていくことが必要だろうと思っております。 

 全体的なしっかりバランスを見ながら、全体的に同じことをしていてもやっぱり駄目だと思う

んです。ですから、その地域地域でやっぱり異なった政策をすることで、球磨村全体が発展して

いく、そういったことを目指して頑張っていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  やっぱりその地域の特異性もございますので、特に渡なら、先ほ

どまた移住・定住を進めていかなければならない。一勝地なら公的施設がいっぱいございますの

で、そういうのもいろいろ考えながら、また、公共交通等の利便性あたりも考えて、先ほど２名

の方もやっぱりいろいろ重ねてそういうのをされていましたし、明日また、東議員のほうからも

またあるかもしれませんけども、やっぱりそういうのを一つ一つ。 

 やっぱり神瀬も、宅地かさ上げが終わったら、そこは計画を立てて、そこになって行き当たり
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ばったりじゃなくて、先ほどもありました利用できる土地が広がれば、村営住宅、先ほどありま

したように、仮設団地のあの木造を移設して、あれを村営住宅にして、村長は森林組合あたりに、

あそこに職員も八代とか人吉から来られる方もいました。役場の人間も、八代から通ってくる人

間もおりますので、ああいう若い人達にそこに住んでいただくような施策も早く見えるように。 

 村長、計画ばっかり立てても、それができんってなれば、やっぱりしていきますので、計画を

立てて、本当にこれが必要なのかどうか、そして、この必要なためには何をしなきゃいけないか。

事業をするためには、先ほども言いましたように予算が必要なんです。予算は取ってこないと、

なかなか前には進まない部分がございます。 

 そういう地域の特異性、三ケ浦なら、一勝地梨とか、農泊とか、農村観光とか言われました。

高沢なら隠れ念仏って、本当非常にあそこの高沢地区には、ここに議員おられますけども、昔か

ら歴史、焼き物もあったんです。そこの、今行ってみれば、もう草ぼうぼうでしております。 

 ああいうのをまた見出す、スポットを当ててやるとか、いろんなことを考えていかないと、一

つ村づくりというかな、球磨村の一歩前にということもなかなか難しいんだろうと思いますので、

先ほど言いましたように、計画は立てたが、そこ、行き当たりばったりになって、はい、予算が

付きませんでしたからじゃあ話になりませんので、そこは段階を踏まえて、優先順位があります

でしょうから、ちゃんとそこも含めて。 

 先ほど、村長言われました。やっぱり球磨村全体で、村民と協働したにぎわいづくりというか

な、村づくりを行っていかなきゃならないんだろうと思いますので、ぜひ地域の再生に合わせた

村づくりといいますか、そういうのをしていただきたいと思います。 

 私は神瀬でございますので、一つ例に言えば、神瀬の宅地かさ上げ後、やっぱり活用、広い、

もちろん土地が広くなりましたので、避難地は避難地で今計画をされておるんですけども、あそ

こに村営住宅だったり、昔あったものですよね。災害前にもあったもの、郵便局であったり、あ

るいは診療所等々、やっぱり村民の方は、地域住民の方は必要だろうということでありますし、

また渡も、移住・定住するにはいいんだけども、あそこの駅前のにぎわいづくりをどうするのか。

あるいは小学校、旧渡小学校とか、千寿園の跡地、メモリアルパークか何かを予定されているが、

そこをどうやっていくのか。 

 あるいは農村地域、あそこは本当に非常に一つ、渡は農業の振興地域でもございますので、そ

れをどうしていくのか。 

 また、一勝地にすれば、一勝地の駅前が今度かさ上げになりますけども、ああいうところのに

ぎわいづくりとか商業施設、あるいはかわせみを核とした観光施設、またかわせみの別館が今解

体をして、あそこの下をどう利活用するのかもまた考えていかなければならないし、前から言っ

ておりますが、ジビエの里協議会、あそこ今、昔寄宿舎のところに一角にされておりますけども、
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あれを単体として、先ほど言いました木造仮設住宅あたりをちゃんとした施設として、今本当に

有害鳥獣被害が多く発生をしております。それをしていくというように、一つ一つ段階を踏まえ

ていかなきゃならないんだろうと思っておりますので、ぜひ村長、そういうのも含めながら村づ

くり、その地域とか地区の方々とまた協議会をつくっていただいた村づくりをしていただきたい

と思いますけど、もう一度決意を。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  これは、もう随分前の話になりますけども、神瀬の協議会の中で永椎議

員もおられて、そして恐らく東議員も神瀬の議員として来ておられたと思いますけども、ぜひ神

瀬地区に限らず全地域でございますが、今後も、そういった協議会とまではいかないにしても、

それぞれの地区で話合いをする中で、役場も呼んでいただいて、そこでその地域の将来発展のた

めに何をすべきかとか、そういった話合いをしながら、それをしっかりと村政に反映させていく

というようなやり方を今後はしっかりしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  ぜひ、そういうことをするためには、地域住民の方、あるいはそ

ういう関わる方、そこに該当する方、しっかりと説明をして、納得をした上でのやり方を進めて

いただきたいと思います。 

 今になって、やっぱりああじゃなかった、こうじゃなかったというような部分もお聞きをして

おります。やはりそれはちゃんと、村がちゃんとそういう説明もちゃんとしたのかどうかも含め、

もう水かけ論になるわけですよね。やっぱりそうようになって、俺は言うた、俺聞いとらんとか、

そうなってなるようなことでは、村政、今から先の村づくり、発展する必要、ございませんので、

そこはしっかりと村長以下、管理職の皆さん方、職員の皆さん方にしっかりとそこはご指導もい

ただければなと思っております。 

 産業振興に対しても、先ほどありました森林環境譲与税を使った森林資源の利活用です。それ

とか農業振興、ここにまたおられます。今度、農事組合法人もつくられました。またこれから、

そういうのがやっぱり必要になってくるんだろうと思うんです。そういうもう担い手さんがいな

くなって、どんどん荒廃農地がしていくと。そういうのをやっぱり手だてをするためには、そう

いう法人組合あたりも必要になってきますでしょうし、先ほど西林議員からありました脱炭素、

公共施設には今しておりますけど、村民に今脱炭素を村づくり宣言、うちしていますよって言っ

ても、誰一人そうして、実感としてそれがどういう取組なのかっていう理解している方はいらっ

しゃらないと思うんです。 

 やっぱり村、球磨村全体でこういう取組をしているならば、そういうのをみんなに知らしめた
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上で、納得して、先ほど言われましたような太陽光発電とかいろんなこともしていかなければな

らないと思います。 

 村長、今地域おこし協力隊、何名おられて、今どういう業務をされているのか、お伺いをしま

す。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  地域おこし協力隊ですけども、現在５名の方が活動されており

ます。教育委員会関連ですとＩＣＴ支援員、それから、復興推進課であれば産業振興プランナー、

それから復旧・復興プランナーですかね。それと、ジビエの活用で、鹿肉の解体に関係をされて

いる方がいらっしゃいます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  何を言いたかったかといえば、今度、昨日でしたか、昨日おとと

い、事業の繰越し、事故繰越し、非常に多いんです。やっぱり災害、これから復旧、災害の復

旧・復興に向かっていくためには、事業がいっぱい来るんです。それはしていかなきゃいけない

んですけど、でも通常の、先ほど言いましたように、振興策だったりいろんな仕事も、また日々

の仕事もあります。 

 私が思うには、地域おこし協力隊、交付税の７割措置がございますので、やっぱりそういう人

を活用しながら、先ほど言いました村づくり、もういいです、神瀬地区の村づくりはこの人、一

勝地の村づくりはこの人、渡の村づくりはこの人、三ケ浦はこの人、高沢はこの人というような

職員を、地域おこし協力隊を利活用し、張りつけておいて、そこで住民の方の意見をいろいろ聞

いてするというような方策もあるだろうと思うんです。 

 それを通常の職員にしようとしても、職員は一生懸命業務、通常業務をしながら、また建設課

あたり、あるいは推進課あたり、いろんなところで災害復旧・復興の事業が来るから、だからこ

そ、全てとは言いませんよ。繰越しをしたのが、そういうようになって、全てとは言いませんよ。

予算がついたのが遅かったとか、いろいろあるから、またありますけども、やっぱりそういうス

ピード感を持っていかないと。 

 この前も、高澤議員のほうからもありましたふるさと応援交付金、商品券か、あれも１２月に、

何で１２月に予算を可決して、村民の方は１２月にすれば、もう３月までは必ず来るんじゃなか

ろうかということで、私も電話を二、三本受けまして、推進課に聞きましたら８月頃ですと。何

のために１２月に予算を立てて、そして繰越しを平然とやっていくのかっていうようなことも出

ておりましたので、やっぱりそういうのも考えていかなきゃいけないんだろうと思います。 

 村長、村政の運営の責任者としては、村民の幸せだったり、村民がどうすれば喜ぶかっていう
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のは考えていかなきゃいけないんだろうと思いますので、ぜひそこはもう一回お願いをしたい。 

 中長期財政計画、令和５年の３月につくられました。今年度の中長期財政計画、今、進捗中と

いうか、これが議会あたりにも頂きましたけども、今後の取組の状況等々を教えていただければ。 

○議長（舟戸 治生君）  政策審議監、田中真一郎君。 

○政策審議監（田中真一郎君）  お答えします。 

 中長期財政見通しにつきましては、今後の各種事業の実施、確実な実施に向けて、今後の財政

の見通しを明らかにするために作成を令和５年３月、昨年の３月に作成をしたところでございま

す。 

 その後、ちょうど１年ぐらい今たっているところですけども、ちょうどいろいろ復興事業も盛

り込んでいたところですが、その内容の変化や変更や追加もちょっと見込まれておりますので、

今現在、事業費等について今精査を進めているところでございます。 

 また、人口ビジョンも改定しておりますので、そこの人口ビジョンもどう反映するか、それを

踏まえた上で、あと令和５年度の決算、もうすぐ出納整理期間も終わりまして、その辺も確定し

てまいりますので、そこも反映したところで、中長期財政見通し、改定のほうをしていきたいと

いうふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  終わって締めて、出納検査締めて、今、これから決算審査が６月

の終わりぐらいになろうと思う。何か１回締めないといけませんので、それが締まらんとなかな

か、次のステップといいますか、先ほど言われましたように、事業が透明化というのか、やっぱ

りそういうのが分かってきますので、それからだろうと思うんです。 

 今、審議監、少しおっしゃいました。復旧・復興、もちろんの予算がやっぱり一番占めるんだ

ろうというのは思うんですが、村民の生活がやっぱり変化してきているわけですよね。先ほど言

いましたように、もう６月から電気項が高騰して依然として物価高騰が続いていますよね。村民

の方は、さっき暮らしの商品券あたりも含めてですけど、やっぱり村民のこの苦しみというかな、

苦労を和らげるためにも、村づくりをしていく上では必要だろうと思うんです。 

 やっぱりそうやって、定額減税が、今度は６月がまたあって、また４万円ですか、１人４万円

のあれができましたけど、国の施策によってそうなるんですが、私が言いたいのは、村長、村民

の暮らし、村民の苦しみ、そういうのを変化によって敏感に、やっぱりそういうのもしていかな

きゃいけないんだろうと思いますけども、村長、どうお考えですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 
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 議員言われるように、もうまさしくそのとおりだと思います。村としましても、国の施策と合

わせながら、しっかりその辺は、なかなか村独自で何ができるかというのは、やっぱり厳しいと

ころがあると思いますので、あとは国の施策、いろんなところと合わせながら、しっかりとその

辺は支援をしてまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  やっぱり自主財源、うち当たりはもう財源を確保するために、自

主財源、先ほどの答弁では、この中にも自主財源の確保を頑張りますとか、依存財源、国、県あ

るいは交付税が今まだ続いております。 

 ただ、これがいつまで続くのか、球磨村にいつまで交付税を、この災害を受けてやるというこ

とも分かりませんから、やっぱりそこはしっかりと将来を見据えながら。特にうちには田中政策

審議監、財政のスペシャリストですので、ぜひそこをせっかくおられる間に、ぜひ健全化するた

めにも、中長期財政計画等々の見直しあたりも含め検討していただきたいと。 

 もう残り２０分となりましたので、次は村長だけにお聞きを。村長、村政運営責任者としての

覚悟ということでお聞きをしたいと。村長の政治信条、政治姿勢といいますか、政治信条は何で

しょうか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  なかなか難しい質問でございますけども、私、政治信条といいますか、

私の方針というのは、先ほど申しましたように将来を見据えた政策、これを進めていくのが私の

信条でございます。村長としてのこれからの思いはそういうところでございますけども、私の信

条としてはやっぱり真面目に村政運営をしていく、それだと思います。 

 そして、モットーというほどのことではございませんけども、私は謙虚であるべき、自分が村

長という立場であっても、謙虚に村民の皆様と相対して、謙虚に村政を進めていく。言葉として

大好きな言葉が、「実るほどこうべをたれる稲穂かな」という言葉が大好きで、今、私の信条と

しては、そういう政治家、村長になりたいということで、今取り組んでいるところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  先に言われましたですね。次に、村長の座右の銘は何ですかとい

うことでお聞きをしたときに、「実るほどこうべをたれる稲穂かな」ということで。村長、これ

は、村長が座右の銘とされておりますし、謙虚という言葉がありました。やっぱり人間は、立派

になるあるいは成長をすれば、成長するほど謙虚な姿勢で頭を下げる、人に頭を下げる、これが

真理だろうと思うんです。 
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 これは、経営の神様、パナソニック、昔ナショナルか、松下電機、松下幸之助さんが好きな言

葉でした。旭化成でノーベル賞を取られた、何か、リチウムスマホとかなんかにあるリチウムイ

オンの吉野彰さん、あの方も座右の銘です。人間は立派になるほど、立派に成長したい、若いと

きにはどんどん行くけども、成長したり立派な人になれば頭を下げていくということで、今、村

長の政治信条、政治姿勢がその謙虚さということでしたね。 

 そこでお聞きをいたします。新聞報道で、当選後、どこの新聞かちょっと忘れましたが、議会

と仲よくする必要もないと思うし、譲れない部分もある。しっかりとした議論を続け、政策への

理解を得たいとか何かということで、議会と仲よくする必要もないと思うしということ、この真

意を。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  私が当選したその夜、熊日新聞の記事でございます。まさしくその言葉

は、私が発した言葉でございます。そして、新聞というのは怖いもので、いろいろ話が進む中で、

その言葉をそこそこ取って、ああいうふうにつなげてしまうと、本当に、恐らくあれを聞いて議

員の皆さん、あまりいい思いはされないだろうなということで私も思いました。 

 しかし、あの言葉はそのとおりで、私達は決して、これは執行部と議会ということでしっかり

議論をしていかなければいけない。そういう関係性だと思いますので、そこはそういう仲間意識、

これはあっても時にはいいと思うんですけども、これはしっかり議論をしていく中で、そして議

論をしていく関係性ということが一つ。 

 そして、これは議場で言うようなことではないとは思いますけども、やっぱり選挙っていうの

があって、それが終わって、お互いにいろいろあった中で私が当選させていただきました。こう

いったことを踏まえて、やっぱり私の中では、応援していただける人が少ない中で今後村政運営

をしていく、そういったときに、その中でしっかりやっていかなければいけないという自分に対

する叱咤激励といいますか、そういった意味も込めていったように記憶をしております。 

 ですから、選挙が終わればノーサイドという言い方をされますけども、そういう部分はしっか

り持ちながらのあの言葉ということで、皆さん方にはご理解をいただくしかないのかなと思って

おります。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  新聞でその言われたことを聞いとるか聞いとられんか、私は知り

ませんけども、ああいう発言をすれば、もちろん議会も、議員も、村民の方も、やっぱりそうい

う目で見られるんです。その後は、議会との関係はあんまり悪くはないと、どこかの新聞にまた

回答になって、人吉新聞だったかな、議会との関係は悪くないと私は思っているというようなこ
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とを何か報道されておりました。 

 村長も、私達村議１０名は、１０名の政治家ですよね。政治家だから、それぞれ自分の決断に

責任を負う立場だということで、将来村が発展するために持続可能な、先ほど言われたような村

づくりための議会、村民にご理解を頂きながら今後も説明を尽くしていきますと言われているん

です。 

 村長、発言っていうのは、村長はやっぱりうちの村政運営責任者ですので、それを今度は、村

長ばっかりじゃなく村民もですけども、職員が今度は、職員が聞いたとき、そこを、議会とは仲

よくせんでよいならっていうような捉え方をされてしまう部分もあるんです。議会と仲よくする

必要ないと村長が言ったもんって。 

 私ならじゃないけども、今回はこうやったけども、私が、しっかりと、私がやっぱり思ってい

るのは、私と言うのは村長ですよ。村長が譲れない部分があれば、しっかりと議会、議員にも説

明をして、理解を得て、やっぱり今後の村民の人達に負担がかからないようにやっていくという

ようなことを言わないと、議会と仲よくする必要もないと思うとか、そういうことをやっぱり、

村長あんまり、何か浅はかやっただろうなと思います。どういう気持ちだったか分かりませんけ

ども、そこはやっぱり考えていかないと、村長が言う言葉はすぐ報道で、新聞にされていきます

ので、切り取られたかもしれませんよ。切り取られたかもしれませんけども、しっかりとそうい

うのはしていかないと。 

 村長が言うことは、村民、議会と執行部が一つになれるように、持続可能な村の実現していき

たいということも言っているんです。ということは、そんなに議会と仲よくする必要もないとか、

そういうこと自体を言われるのが、私はちょっと思いましたので、まあいいです。先ほど言った

こと、切り取られておるということでありましたので、そこも含めて今後、対応も私達もそこは

していかないと。 

 村長、今度職員が、政策を実現するためには職員の力も必要ということでおっしゃいましたで

すね。村長、今度の人事異動、村長、２４日まであって、職員に２５日、次の日に内示か何かあ

って、されると言いましたけども、この人事異動の村長なりの評価はどうお考えです。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 今、新年度が始まって６月ですから、３か月目でございます。まだ評価する時点ではないと考

えています。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  さあさあでやったから、２４日までだったでしょう。それが３月
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の２４日だったから、さあさあでやったのでということでした。 

 でも、俺は村長が、この人をここに配置するのには、俺は全然、それは村長の権限ですので、

何も言うことはないんですけど、村長、私も職員上がりですので、職員からすれば、今回の異動

で、方法といいますか、この課長さんとこの課長さん、Ａ課長さんとＢ課長さんを入れ替えっこ、

入れ替え。この課長さんとこの課長さんを入れ替えして、セットで同じところに行くとか、そう

いう人事を私は今まで、私も４０年近く役場におりましたけども、今までそういう人事の経験は

ありません。１人動かすのには３人動かすのが常でした。１人動かす、この人をどこかの課にす

るならば、その人をここにじゃなくて、３人動かすというのが私は人事の鉄則なんだろうなとい

うことで、そういうのを見てきましたけども、今回ちょっとやり方がでしたので、あれって思っ

たのでちょっと質問するんですけども、村長、今回さあさあでせんでも、７月でよかったんじゃ

ないかなって思うんです。人事、村長は３月に選挙終わられて、そしてすぐ４月に人事異動をせ

んでも、村長がゆっくりと、この人とこの人をどうするのかっていうのは７月でもよかったんじ

ゃなかろうかなと思うんですけども、村長どうですか、私の考えというのは。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 永椎議員言われるように、永椎議員の感覚は今のような、言われたような感覚かもしれません

けども、私は決してそのような感覚ではございません。ちゃんとその個人を見た上での今度は人

事移動でございますので、今の取り方というのは、ちょっと私も聞いて今びっくりしたところで

ございますけども、そういう取り方もあるんだなと。そういうことはございませんので、その辺

はご理解いただきたいと思います。 

 そして、７月でもいいんじゃないかっていう話ですけども、人事異動に関しましては、私も行

政経験、今度４年たって５年目でございます。これだけたくさんの人間を私１人の考え方で、考

えで異動するっていうのはできません。ですから私は、最終的な責任は私がしっかり取りますけ

ども、全てといいますか、一部の人事異動につきましては、しっかりやっぱり副村長であります

とか総務課長、いろんな方のご意見を聞きながらさせていただいておりますので、一番今の時点

でいい人事異動ができたと考えております。 

 評価については、もうしばらくして分かることだろうと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  人事異動は、もう村長があれでございますし、副村長、総務課長

いらっしゃいます。また政策審議監もいらっしゃいますので、しっかりと、やっぱり政策に関す

ることですので、前々から言うとりますけど、政策審議監を、副村長室の前の、今、総務課が一
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部おられますけども、あそこでパーティションか何か区切って、政策審議監を置かれないですか。 

 総務課長のところの、今、総務課が、一部総務課ありますけども、あそこにパーティションか

何か区切って、部屋はできませんでしょうから、政策審議監をあそこに置いて、全て、いろんな、

この前も差し替え差し替えとか、いろんなことがありますし、政策審議監がせっかくいらっしゃ

るならば、あそこで副村長に上げる前に政策審議監のところでしっかりと精査をして、副村長、

村長に決裁をするとか、そういう考えはありませんか。部屋がないから、復興推進課にいるとい

うことだったんですが、できるんじゃないですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 確かに部屋は、まだ復興推進課に在籍をしていただいておりますけども、実際今、議員言われ

るように、全ての決裁書類でありますとか、書類に関しましては、政策審議監を通して副村長、

そして私のほうに回ってきているような状況でございますので、言わんとされることは実施して

いると思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  村長、私が言った決裁はそうなっているだろうと思うんですが、

外から来られたときに、せっかくうちに審議監がおられるんですよ。今１年たって、今２年目で

すね。いつまでおられるか分かりません。そのときに、しっかりと、やっぱりそういう県の方で

すので、そういう目で見て、おかしいところはおかしいんじゃないですかとか言えるようなこと

を、みんなで分かるようにあそこに、決裁をされるとかいうのは分かりますけども、そこを１回

考えてみればどうでしょうかということで質問させていただきました。 

 これは、もうどうぞ、私が言うべきことじゃないかもしれませんけども、村から、やっぱり外

から見られたときに、政策審議監があそこにおって、球磨村の政策に関することはあそこでやっ

ぱりちゃんと集中してるんだなということが分かれば、これから先の村づくりあたりも考えられ

ていくんだろうと思います。 

 職員、この前も言いましたように、政策実現のためには職員の力は必要不可欠です。職員とし

て目標を持たせて、やっぱり誇りあるいはやる気、そういう職員の育成が必要だろうと思います

ので、総務課長にこの前も聞きましたが、人材育成あたりの研修もしているということでござい

ますので、ぜひ政策実現のために、どう政策、どう職員を提案、職員の成案とか何かありますで

しょうから、村づくりにつなげていくのか、生かしていくのか考えていただきたいと思います。 

 そして、村長に私言いたい。本当、未来に向かってのビジョン、先ほど言いましたように、ビ

ジョンを提案することがやっぱり重要だろうと思うんです。財源を確保するためには、村長が行
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って、自ら行って、国に言って予算を獲得してきてください。待っとって、こうしてもなかなか、

もう何千分の１つの町村しかございません。今、令和２年７月豪雨災害があって、もう能登地震

がありました。それぞれ、毎年毎年どこかで災害が起きとれば、どんどん私達の令和２年７月豪

雨災害の災害は薄れていくんで、村長自ら足を運んでいただいて、予算を下さい、うち自主財源

はこれだけです。もう依存財源にこれだけ、これだけ頼っているんですよということで、政策審

議監と２人行って、取ってきてくださいよ。その間は副村長が留守番しておけばよいでしょう、

副村長が、どうですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  今議員言われるように、いろんな事業、これから考えていく事業に関し

まして、国に行っていろんな要望をしてまいります。一つ例を挙げて言うならば、例えば義務教

育学校の建設に向けては、文科省のほうにも行って、教育長とともに行ってからお願いをしたり、

経緯等もございます。 

 ですから、今後も、もちろんそういった事業に関しましては、しっかりと県、国に要望をして

まいりたいと思っております。 

 また、予算については、なかなか要望して予算が出るのか。例えば交付税とか、そういうこと

でありましたら、なかなか厳しいところがあると思いますので、そういった事業に対する予算の

要望でありますとか、支援の要望でありますとか、そういったところはしっかりと続けていきた

いと思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君。残り２分です。 

○議員（１番 永椎樹一郎君）  やっぱり危機感、使命感を持って、村民の幸せを優先して村政運

営をしていくのが、私は村政運営責任者としての私は使命だと思っておりますので、村長が信念

がぶれない、それは重要です。ただ、発想力を生かして、もう少し柔軟に対応するときには対応

していく。そう言いながら、やはり目的を達成するために村政運営に心がけていただきたいと思

っております。 

 今、本当、球磨村は転換期に来ているんだろうと思います。これまでどおりのことをやってい

ても、村の危機は救えないんだろうと思っているんです。後世までこの球磨村が生き残るために

も、行政改革だったり、いろんなあらゆる分野に傾注をしたり、あるいは特化した村づくりをし

ていかなければ生き残っていけないんだろうと思います。 

 確かに人口減少対策、少子高齢化対策、空き家対策、いろんな課題があります。でも、その課

題にビジョンを持って、ビジョンを示して、プロセスも含め、先ほど言いましたように説明責任

を果たして、村の将来像、やっぱり創造的復興するためにも村長の決断が一番ですので、先ほど
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も言いましたように、要望に行くんであれば土産を持ってきてください。予算の土産を持ってき

てくださいよ。そのために責任者として頑張っていただきたいと思っています。 

 先ほど言いました議会と仲よくする必要はないという考えは、私も本当やっぱり浅はかだろう

と思います。議決権を持っている議会に対して、議会軽視とも言えないような発言だったんだろ

うと思いますので、村長が言っておられます村民、議会、執行部一体となって、もう本当に村民、

議会の声も聞いて、しっかりと議論を続けていきましょうよ。議論をして、村民のために何が本

当に必要なのか、政策の実現のために理解を村長がしていただく。私達も発言をしながら、村長、

こうやったほうがいいだろうということも言いながら、村民の幸せのために、目的は一緒ですか

ら、村民が豊か、村民が幸せになるために私達も一生懸命やっておるんで、そこを深め、議論を

していきたいと思います。 

 今後もしっかりと議論をし、説明を尽くしてもらう。これは、私達議会ばかりでなく、村民に

対してもですよ、尽くしてもらって、村民が納得する形で、これから球磨村はやっていくんだと

いうようなしっかりとした目標を持てるように、村長と議会の関係はどうあるべきか考えて、政

策実現、村政発展、お願いを申し上げまして、私の一般質問を終わりたいと思います。どうもあ

りがとうございました。 

○議長（舟戸 治生君）  １番、永椎樹一郎君の質問が終わりました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

○議長（舟戸 治生君）  ここで１０分の休憩をいたします。 

午後２時01分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡 

午後２時10分再開 

○議長（舟戸 治生君）  それでは、休憩前に引き続き本会議を再開いたします。 

 一般質問を行います。５番、東純一君。質問時間は６０分です。５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  本日最後の質問になります。傍聴の皆様方、最後まで大変ありが

とうございます。それでは、一般質問について質問を行います。 

 まず、今回の一般質問、私は４つの項目について質問をさせていただきます。 

 まず最初に、移住・定住の施策についてお伺いをいたします。 

 本村も取り組んでおられる空き家バンク制度、なかなか伸びない登録数、成約数の現状であり

ます。 

 本年度、人口減少対策の中心となる移住・定住施策を進めると示されております。具体的にど

のような取組を考えておられるのか、お伺いをいたします。 

 次に、復旧・復興ということで、神瀬中心部についての工事進捗について伺います。 
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 現在、中心部においては、土地の整備をしていただいております。少しずつ地区の姿が見えて

きているような感じがいたしております。 

 一勝地・渡地区には災害公営住宅が完成をし、多くの村民の方々が入居され、新たな生活をス

タートされておられます。 

 一方、神瀬の中心部においては、小規模改良住宅整備事業の内容で進めていただいております

けれども、住宅の建設については、これまで何回も工事の着工、入居開始予定が延期をされてき

ております。被災後、帰りたい人、帰りを待っておられる人、多くおられます。 

 ５月の臨時会において住宅についての議案が上程をされ、少し安心をしたところでありますが、

再度住宅建設の見通しと、また、周辺一帯での施設建設に向けた取組計画などお伺いをいたしま

す。 

 ３点目に、村内公共交通についてお伺いをいたします。 

 現在、村内各路線をコミュニティバスが運行されており、助かっておられる村民も多くおられ

ると思いますが、同時にこれから先の運行についての不安もあります。 

 現在での利用者状況と、今後の地域の足を守る公共交通についての考えをお伺いをいたします。 

 最後に、魅力ある教育の学び舎ということでお伺いをいたします。 

 清流学園の開校から２か月が過ぎました。これまでの小学校での６年間、中学生での３年間が、

本年度から義務教育学校一貫校として、１年生から９年生１５６名が新しく学校生活をスタート

させました。期待もあれば不安もあるのではないかと思います。 

 子ども達の心や学園での学習状況は、どのように感じておられるか、お聞かせいただきたいと

思います。 

 また、教職員の方々も、小中一貫での現場は、ほとんどの先生が初めてではないかと思います。

教育現場での連携であるとか対応については、どのような状況であるか。 

 以上、この４点について質問を行います。再質問については、再質問席より質問を行います。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君の質問に執行部の答弁を求めます。村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  ただいまの東議員の質問についてお答えします。 

 通告に従い、まず、移住・定住施策についてお答えします。 

 空き家バンク登録につきましては、令和５年度で１７件の相談があり、そのうち登録実績は

２件でございました。平成２８年度からの空き家バンク制度の開始以来、登録実績は３４件、利

活用・成約実績は１５件となっており、令和６年４月時点の登録物件は６件となっています。 

 人口減少が進む村にとって、本村への移住・定住を希望する方への住環境整備の一環として、

空き家の利活用を促進することは重要な課題であると認識しております。 

 そのため、村では空き家物件の調査や空き家バンクへの登録の推進、村内外への空き家物件や
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移住・定住に係る村の補助制度等の情報発信、希望者のニーズに合う物件の紹介といった業務に

ついて、新たに募集する地域おこし協力隊が一元的に行い、村内外からの移住・定住の希望にス

ピード感を持って対応することで、移住・定住施策を推進していきたいと考えております。 

 次に、復旧・復興についてお答えします。 

 神瀬中心部における復旧・復興の状況につきましては、国土交通省において進められている宅

地かさ上げ事業の状況ですが、現在、かさ上げ対象家屋において建物のジャッキアップ工事が実

施中であり、その工事の進捗状況と調整しながら宅地かさ上げを進めている状況とのことです。 

 引き続き神瀬中心部のかさ上げ工事の完了に向け、着実に工事を進めていくと伺っております。 

 また、神瀬中心部付近の国道２１９号については、現在、かさ上げ工事に向けた準備が進めら

れていると伺っております。 

 村で整備を進めております小規模改良住宅につきましては、５月８日の議会臨時会で財産取得

についての議案を可決していただいており、事業者において建築着工の準備が進められておりま

す。 

 また、神瀬中心部においては、宅地かさ上げ工事完了後に公園、みんなの家等の整備を進めて

いく予定です。 

 防災拠点施設につきましては、現在、施設予定地へとつながる避難路の整備を行っている状況

であり、避難路の完成後に避難地の造成工事に着手する予定となっております。 

 施設の整備につきましては、避難地の造成完了後の令和７年度に着工する計画としており、現

在、設計を進めております。 

 次に、商工業の再開につきましては、国県の補助金及びこれらの補助金と協調した村の補助金

を活用し、豪雨災害で被災を受けた商工業施設の復旧が行われました。 

 また、金融機関の再開につきましては、日本郵政において、神瀬郵便局の再開に向けた検討を

行っており、村では検討に必要な情報の提供を行っているところでございます。 

 次に、村内公共交通についてお答えします。 

 コミュニティバスにつきましては、産交バスに委託し、石水寺入り口から旧神瀬福祉センター

たかおと前までを国道２１９号経由で結ぶ路線のほか、平成２６年度からは、１０人前後乗車で

きるバス３台により村内全域で６路線を運行しており、合計７路線で運行を行っております。 

 コミュニティバスの利用者は、自家用車等を所有しない高齢者がほとんどで、主に病院や買物

の交通手段として利用されています。 

 ７路線におけるコミュニティバスの利用者数につきましては、平成２６年度の年間延べ２万

６２７人を最高に年々減少し、令和５年度では９,２５０人となっています。 

 コミュニティバス利用者の減少の要因としては、これまでコミュニティバスを利用されてきた
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高齢者の利用が、病院への入院や介護施設への入所等により減少したことや、自家用車を所有す

る高齢者世帯が多く、コミュニティバスを新たに利用される方々が少なくなっていることなどが

考えられます。 

 村としては、コミュニティバスがこれまで以上に利用しやすく効率的な公共交通手段となるよ

う、今後は、予約制の乗合タクシーによる運行などの検討も必要であると考えております。 

 最後に、魅力ある教育の学び舎についてお答えします。 

 ４月に、１年生から９年生までを一貫して義務教育を行う球磨清流学園をスタートすることが

できました。義務教育学校という新しい教育制度の中で、学習環境が変わったものの、現在のと

ころ児童生徒の様子に大きな問題はありません。 

 また、校舎については、旧校舎を使用していますが、新しい学校という意識を持って学校生活

を送っているようでございます。 

 ただし、先生方の意見では、旧一勝地小学校の北校舎と旧球磨中学校の南校舎で分かれている

ため、職員間の情報共有が課題となっているようです。 

 先月開催された体育大会では、１年生から９年生の児童生徒が仲よく一体感を持って競技に参

加する姿を見ることができました。開校から２か月が経過しましたが、義務教育学校における教

育活動もまだ始まったばかりであり、今後におきましても、教育環境のさらなる改善はもちろん、

魅力あふれ特色のある学校づくりに取り組んでいきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  答弁、ありがとうございます。順を追って項目ごとに再質問をさ

せていただきます。 

 まず最初に、移住・定住への施策についての再質問をいたします。 

 ５月の臨時会において、人口減少対策の中心として進めると示されております。令和５年度の

調査では３６２件の空き家があり、今後も増加すると考えられるという説明が報告がされており

ます。昨年は相談が１７件あり、登録に至ったのは２件ということでありました。登録相談はあ

っても、申請に至らないケースがあるように多いように感じております。 

 説明の中では、空き家の外観は見られるけれども、家の中の様子までは分からないというご意

見もありました。物件の状態によっては、なかなか成約に、そのような状態で成約に至らないと

いう話でした。なかなかここら辺は難しいところだろうなとは思います。 

 しかしながら、難しいとばかり言っておっても、なかなか前には進まないと思うんです。村長

が言っておられました今年度６年の、地域おこし協力隊制度を活用してと、村長からの説明があ

りました。協力隊関連の予算も計上されております。村長、どのような活用を考えておられるの
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か、そこのところを村長にお伺いをいたしたいと思います。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 これまで空き家バンクにつきましては、復興推進課の職員がいろんなものを兼務してやってい

るわけですが、なかなかやっぱりこういう調査といいますか、外観を見ての、先ほど議員言われ

るような調査はできたとしても、それから先、例えばそこの持ち主でありますとか、そういった

ところへのいろんな問いかけでございますとか、そういった積極的な、中まで入ることができな

かったような状況でございますので、地域おこし協力隊にはぜひそこまで入り込んでいただいて、

積極的に空き家を見つけていただくような、そういった取組をしていただきたいと思っておりま

す。そして、先ほど私が申し上げたとおり、空き家に関することを一元的に行えるような、そう

いった取組につながっていけばと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  なかなか家の中まで見るということは、できない状況が多いと思

うんです。なかなか、いざ中に入られたとしても、状況によってはやはりちょっと活用は無理か

なという状況のところも多いのかなとも思います。 

 そのような状況下でありますけれども、村長今言われましたように、協力隊の方々に、協力隊

制度の活用をしてということで、一元的に取り組んでいく。あっちもしたりこっちもしたいじゃ

なくして、協力隊の方々に入っていただいて、積極的に空き家の状況であるとか、活動を進めて

いくという活動を考えているということで理解しとってよろしいですか。 

 本年度、補助金の見直しや支援給付金の新設もされましたですね、されるようです。協力隊の

方には、空き家の利活用の提案や移住希望者の窓口としての業務を担っていただくと示してあり

ましたですね。 

 先ほどの答弁の中にもありましたけれども、何名の方が、協力隊の方が何名入って、どうのこ

うのというところまでは、今ちょっとまだ聞いておりませんけれども、そのような方で、協力隊

の方で専門的に、窓口であったり、利活用の提案をいっぱた入ってやっていただくということな

んですか、流れとすれば。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  村長のほうの答弁にもありましたとおり、今回、今職員がかけ

持ちで行っておりまして、なかなか事業が進まないというような状況がございます。空き家の物

件の調査、それから空き家・空き地バンクへの登録、村内外への空き家情報の情報発信、それか

ら希望者のニーズに合う物件の紹介といったような一括した業務を担当してもらって、空き家の
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利活用がどんどん進むように取り組んでいきたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  今までのやり方と同じような形のやり方を取っておっても、なか

なか登録数も成約数も伸びないと思うんです。そのようなことを考えますので、今おっしゃって

いただいたように、協力隊の方にも、もう専門的に入ってもらって積極的に活動を進めていただ

きたいと思うところであります。 

 協力隊の方に、事務室の机の上からの情報発信や受付だけでは伸びないと思うんです。主に協

力隊の方には、もっと村内を歩いて、地域の情報収集に努めていただいて、声を吸い上げていた

だきたいと思うんです。地域には入り込んでいただきたいと思いますし、地域には地域のいろん

な情報があると思うんです。そのようなことから思うに、動く協力隊であってもらいたいと、そ

のように思うんです。机の上からの情報発信ばかりでなく、受付の窓口でばかりでなく、地域に

入り込んだ協力隊の活動をしていただきたい、そのように思っておるところです。 

 テレビ放映でもいろいろありますよね。古民家を改修してカフェにしていらっしゃる方とか、

土地つきで空き家を借りて営農営をしたりとか、いろんなテレビの放映などもありますですよね。

マッチングに向けた、しっかりとした提携した、連携した取組をしていただきたい、そのように

思います。 

 村長が、先ほどの質問の中にもありましたけれども、未来に後悔を残さないという覚悟を持っ

て取組を進めるとも言っておられます、この対策にですね。その覚悟を持ってと言っておられる

村長の、その後悔を残さない覚悟についての再度の思いをお聞かせいただけますか。人口減少対

策、移住・定住に関する施策、そのことで未来に後悔を残さないということで決意を言っておら

れますので、再度そのお気持ちをお聞かせください。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 所信表明でも申しましたように、今議員に言われたように、将来、後々後悔を残さないような

ことを４年間にしたいということでございます。 

 ですから、この４年間これから始まる、もう始まったわけでございますけども、この４年間で

できることは何でもしていきたいと考えております。 

 ただ、その中で、やっぱりどうしても財政的な部分というのはございますけども、もう最大限

その中でできることということで、具体的には、まずは今年、皆様方に提案しましたいろんな事

業、あれをぜひさせていただいて次につなげていきたい、次の事業につなげていきたいという考

えでおります。 
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 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  なかなか難しい問題でもありますけれども、人口減少、少しでも

歯止めがかかるように、いろんな知恵を出し合って、お互いに力を合わせて、連携しながら取組

をしていっていただきたいと思います。 

 そのようなところで、次の質問に入りたいと思います。神瀬中心部の工事の進捗ということで、

再質問をさせていただきます。 

 前の臨時会のとき、お答えあったかなどうだったかなと思うんですけれども、神瀬地区の小規

模改良住宅、ようやく工事の着工が見えてきたのかなということで話を聞いておったわけですけ

れども、工事の着工について、入居を申し込んでおられる方はずっと待っておられます。 

 そのようなところで、再度になるかもしれませんけれども、入居の開始の予想というのは、分

かっておりましたら再度お聞かせいただきたい。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  先月の臨時会におきまして、業者との契約、買取の契約を結ばせて

いただいたところでございます。癩癩の可決を頂いたところでございます。 

 実際、昨年１１月に神瀬地区で説明会をしました折に、本年のかさ上げ工事の進捗状況にもよ

りますというところでの説明ではございましたけれども、本年１０月ぐらいには完成の見込みと

いうふうに話をしておったところでございます。 

 ただし、かさ上げ工事等の進捗がなかなか進みませんでした関係もありまして、先月ようやく

工事の着工に結びつくようなところになったところでございます。 

 今、業者におきましてその準備を行っておりまして、着工になるかと思いますけれども、実際

のところ、現在の工事着工となった場合には、なかなか１０月末までには完成というのは難しい

ところもあろうかと思います。 

 この点につきましては、今申込みをしていただいております７件の方にお会いしまして、ご説

明をするところとしておりますけれども、なかなか２件の方とが連絡が取れない状況もございま

して、ほかのところとそういった話をさせていただいているところでございます。 

 実際１０月末までに工事完成すればいいんですけれども、そこはちょっと延びるような状況で

ございます。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  工事の建物の完成が、予定とすれば１０月、もう順調にいってで

すね。ひょっとしたら延びるかもしれない。入居の期日というのが、来年の１月とかというあれ

もありましたですかね、何か話。そこのところも併せてもう一回、工事が延びるかもしれない、
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ひょっとしたら入居が１月とたしか聞いたような気がするんですが、そこのところも併せてもう

一度説明お願いします。 

○議長（舟戸 治生君）  総務課長、境目昭博君。 

○総務課長（境目 昭博君）  業者の契約に従いまして言いますと、１月ぐらいになろうかという

ふうに思っております。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  契約業者との兼ね合いもあるかもしれませんけれども、先ほど、

何回にもなるかもしれませんけれども、２世帯がなかなか連絡取れないということですけれども、

やっぱり希望しておられる方は待っておられるんです。そこのところは、もし、順調に進んでも

らうことを私達は願っているところですけれども、もしももしも延長になるとか、もう今までが

ずっとそれが続いてきているもんですから、極力それがないように、もし万が一そういうことが

あったならば、入居の予定者の方には、きちんとそこのところは説明をしていただきたい、そこ

のところはよろしくお願いをしておきます。 

 併せまして、村長からの答弁の中で、さっき話ししていただいたと思っておりますけれども、

避難所それと避難路、そこのところの、先ほどは避難所が令和７年度というお話があったように

思いますけれども、再度そこのところをもう一度ご説明いただいてもよろしいですか。避難地と

避難所、避難路、避難地と避難所は別で考えておかないといかんですかね。ここのところを教え

てください。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 避難地の造成の完了が令和７年度癩癩違います、ちょっと待ってください、すいません。避難

地の造成完了後の７年度から、避難所は、（発言する者あり）建物は７年度から着工する計画と

なっております。 

 避難地につきましては、その以前に、６年度中は完了の予定ということで計画しております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  分かりました。今説明いただきました令和７年度から避難所も建

設を始めていただくという計画だということで、少し安心しました。 

 今現在、神瀬地区において、緊急指定避難所、お寺さんのほうにお願いしてあるんです。渡は

みんなの家とか、一勝地はいろいろありますよね、避難するところ。神瀬でいえば、今、お寺さ

んのほうに指定避難所ということで、お世話になっている状況なんです。いつまでもお寺さんの

ほうに甘えていちゃいかんと思っているんです。そういうところの思いもあるもんですから、避
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難所、避難地、避難路はどうなっていますかということも併せて申し上げたところで、そのよう

な思いもありますので、避難地、避難所、避難路の建設進捗については、どうぞよろしくお願い

をいたしたいと思います。 

 ご承知のとおり神瀬中心部、集会場はプレイハブなんです、今もまだ。そして、先ほど永椎議

員のほうからもいろいろ話があっておりましたけれども、造成はだんだんできて、姿も見えてき

ておりますけれども、出来上がった先にはという話もありましたが、現在、店も全然ないんです。

ありました診療所もありません。そして、郵便局もありません。最近まで郵便局の移動の窓口の

車も来ていただいておったんですけれども、郵便局の移動窓口の車もたしか今来ないんです。も

う来なくなってしまったんです。いよいよもって何もないんです。 

 後期基本計画の中に、村長も書いて示しておられたと思うんですけれども、金融機関の早期再

開支援とも書いてあったですよね。先ほど、たしか話も少ししていただいていたようにも思いま

すけれども、みんなの家とか、商業施設とか、今言った郵便局、金融機関、そのような機関につ

いて、取組をされているのかなと思いまして、この質問をしているところであります。 

 先ほど少しお話を頂きましたけれども、やはり高齢者も多い、若い人もおりますけれども、や

はり何もないもんですから、不便なのは不便なんです。そのようなところで、いろんな各施設の

取組、金融機関そのようなものに対しての取組を、今どのようにされておられるのかを、再度に

なるかもしれませんけれども、お答えいただきたい、よろしくお願いします。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  郵便局関係についてちょっとお答えをします。 

 神瀬郵便局の後の問題につきましては、まだ方向性が定まっていない状況で、役場のほうから

は、中央郵便局ですか、熊本のほうに、今かさ上げの工事の状況、そういった状況をお伝えを、

復興・復旧関係の工事の状況をお伝えしているというような状況でございます。今後のことにつ

いてのまだ明確な回答等をまだ頂いていない、状況をお伝えしているというだけというような状

況でございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  郵便局あたり、郵便局の話をしていただきましたけれども、やは

り郵便局側とすれば、やっぱり心配は心配だろうなとは思うんです、被災もしましたので。でも、

今度かさ上げ工事もやっておりますので、地域のためにも、地域の方もみんな困っておられます

ので、そこのところはもう郵便局側のほうにも、役場のほうからもしっかりと、こういう状況で

すのでということを、要望を伝えて、そういう対応、取組を続けて、粘り強く続けていってもら

いたい。何でもすぐ、はい、分かりましたというのは言わんと思いますけれども、粘り強くそこ



- 60 - 

のところを言っていっていただきたいと思います。 

 そして、別の質問ですけれども、先ほどからの質問の中で、渡のグラウンドにある木造仮設住

宅、その話も出ておりましたけれども、前、村長に話を聞いたときにも、私も答弁、返答してい

ただいたとも思いますけれども、木造仮設のほかの地区への移設、渡グラウンドのはそのままに

しての村有住宅じゃなくして、木造住宅をどこかの地域に移設しての木造住宅の村有化の取組、

取扱い、そのようなところの話で、神瀬地区にも先ほどお話しありました森林組合の方も一生懸

命頑張っておられます。いろんな行事をしながら、若い人も八代であるとか、いろいろ他方面か

ら来ていただいておるようです。そのようなことを考えたときに、やはり住宅があればなと思う

んです。今度、宅地のかさ上げ工事が落ち着いた挙げ句、ぜひそのようなところを考えていただ

きたいと思うんですけれども、村長、いかがですか。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 先ほども申しました、答弁で言ったように、村内のそういった適地がございましたら、そうい

ったところにも移設をということは考えているところでございます。 

 そして、神瀬につきましても、かさ上げが完了後、あとは森林組合あたりとも、その辺はしっ

かり相談、意見交換等しながら進めてまいりたいと思っております。そういった、森林組合で需

要があるのであれば、そこはしっかりと考えていかなければいけないんだろうと考えております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。 

 仮設住宅関係の話をさせてもらいますけれども、先ほど話をしておられたような気もしますけ

れども、この移設じゃなくして、今グランドにある住宅、木造仮設、その木造仮設を活用して、

利用して、今現在、災害後リフォームしたり建替えたりしておられる方が、結構、球磨村全般を

見ればおられると思うんです。その方々のまた工事がありますよね、宅地かさ上げ、泥のかさ上

げ、いろいろなところで。そのときに、前は被害に遭ったから入れる住宅なんだから、かさ上げ

するときの、取りあえずは違う家に仮住まいしないといかんですよね。そういうリフォームされ

た方々あたりは、入居の対象にはならないみたいな話をされたと思っているんです。 

 何か今日話を聞いておって、そのような方々も宅地かさ上げによって仮住まいを見つけなきゃ

いけない。その方ご家族、ご家庭、その方も渡の仮設のほうに一時的な入居っていうのはできる

んですか、何かできるような話だったなと思ったんですけど。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  先ほども答弁したとおり、そういう方も対応しているところでございま
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す。（発言する者あり）改修した村有住宅として活用している部分に関してはですね、すいませ

ん。（発言する者あり）はい、そうです、空いておればですね。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  ちょっと質問のし方が悪かったようで、分かりました。 

 どうぞ、結構おられると思うんです。もうこの年になってから、またってというような人もい

らっしゃると思うんです。そういう方々も結構多いと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

したいと思います。 

 そのような感じで、地域の、先ほど永椎議員も言っておりました渡とか、一勝地とか、どこど

こって地区を言うんじゃなくて、均衡ある地域の復旧・復興を、その地域の姿を考えた取組をし

っかり進めていただきたいと思いますので、どうぞ村長、よろしくお願いします。 

 そのまま次の質問に入ります。３点目、公共交通について再質問をさせていただきます。 

 コミュニティバスの運行状況、利用者についてですけれども、村からもらっていた資料を見た

ときに、令和４年度でいえば、年間に９,１２９人って書いてあったんです。１日に換算すれば

２５人になります。なかなか運行の利用者数というのは、ここ近年ですれば、横ばいなのか、ず

っと減少しているのか、これは状況的にはどんなですか。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  コミュニティバス癩癩村営でのコミュニティバスの運行が始ま

ったのが平成２６年度です癩癩が２万６２７人で、年々減少傾向でありました。令和２年度は災

害がありまして、合計で７,２２１人まで減少しております。運休した期間もありましたので、

これはもう致し方ない状況かと思います。令和３年度では８,４０２人、それから令和４年度で

は９,１２９人、それから令和５年度で９,２５０人ということで、微増しているような状況では

ございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  そうですね、去年、今年横ばい状態、年々少なくはなってはきて

いたんですよね、やはり。近年、球磨村ばかりではなくて、多くの他町村が抱える人口減少であ

るとか少子化があって、公共交通についても、どのように地域の足を守っていくかということが

大きな課題であろうかと思うんです。 

 村で示されている、前、これは配っていただきました後期計画の中で、「交通弱者の利便性に

向けて、コミュニティバスの運行とともに住民ニーズに沿った新しい交通体系を再検討する」と

書かれてありましたけれども、現時点で何か新しい交通体系を再検討するということで、何か今

現時点でお考えがあるのかないのか、もしあればお聞かせいただきたい。 
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○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  お答えします。 

 先ほどの私の答弁の中であったように、今後は予約制の乗合タクシー、例えば山江村であると

か、あとあさぎり町も多分乗合いだと思うんですけども、そういったコミュニティバスとは違う

形態で運用をということができないかというところで、今、検討しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  今、乗合タクシーという話をしていただきました。コミュニティ

バスとは別に、以前からあっていました。今も実際、運行というか、事業はなされているのかな

と思うんですけれども、福祉有償運送事業、高齢の方とかの資格が持っておられる方、そういう

方に対しての有償福祉運送事業と言えばいいですか。あれは、今も運行されておるのかと、併せ

まして、利用状況はどうなのかというところが分かりますか。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  福祉有償運送事業、これにつきましては、社会福祉協議会のほ

うにお願いしている事業になります。実施しておりまして、利用者が１名あったか、昨年度でで

す。もうごく僅か、あとは大体利用されていない期間がほとんどというようなところで、状況は

聞いております。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  村長、松谷浩一君。 

○村長（松谷 浩一君）  今、課長が申しましたように、福祉有償運送事業は社協が持っておりま

す。これは、社協の職員がリフト車でありますとか、そういった車で送迎するわけでございます

けども、利用実績というのはほとんどございません。私が社協に行ったときに１回あったぐらい

で、去年あったということであれば、それが２回目ぐらいじゃないかなと思います。 

 これは、決して、何ですか、利用料が安いわけでもなくて、ある程度やっぱりタクシーと同じ

ぐらいの金額がかかってしまいますので、なかなか利用者はいないような状況でございます。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  やはりなかなか利用者は少なかったというところですかね。 

 最近ですけれども、他町村の中で、何ていいますか、自家用有償旅客運送制度という、地域を

使った足ということで、運行を開始されたということが、新聞記事にも載っておりました。どう

いう中身であるか、どういう状況であるか、どういう中身の事業なのかということをお尋ねにな

られたことはございますか。他町村にお尋ねしてとか、そういうことはない。新聞にも載ってい
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たもんですから、ちょっと気になったんです。 

 はっきり言いまして、水上村で、何トヨタだったかな、トヨタ系列の会社と提携をして、さっ

き乗合タクシーという話もありましたけれども、コミュニティバスぐらいの、あのぐらいのバス

を１台、大体１日に２往復ずつ走らせているというような内容の記事が載っております。そうい

う記事が載っていたもんですから、ちょっと気になったもんで、今、何か聞かれたことがあるか

なと思ってお尋ねしたい。 

○議長（舟戸 治生君）  復興推進課長、大岩正明君。 

○復興推進課長（大岩 正明君）  ただいま、議員仰せのトヨタのほうからの情報提供で、うちに

も水上村でやっているような事業展開を図りませんかというような文書が来ております。今、そ

れについては、担当課、企画調整係のほうで内容をちょっと確認しながら調査中であります。 

 以上です。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。 

○議員（５番 東  純一君）  やはりそういう、案内じゃないけれども、話はあっているんです

ね。 

 少子高齢化が進んでいる球磨村でもあります。交通弱者の利便性に向け、コミュニティバスと

ともに、新しい住民のニーズに沿った交通体系、今後ともいろんな情報を仕入れながら、しっか

りと検討をしていっていただきたいと思います。それのところでお願いをしたいんですが、よろ

しいでしょうか。よろしくお願いいたします。 

 時間があと少しですかね。（笑声）最後に、後ろで議員が待っているようですので、最後に魅

力ある教育の学び舎ということでお伺いをいたしたいと思います。 

 午前中の質問で、教育方針と中身について質問、答弁がありましたので、私のほうといたしま

しては、メンタル面といいましょうか、心理的な観点での質問をさせていただきます。 

 昨年度までは、小学校１年生から６年生まででした。中学生が１年生から３年生まで、それぞ

れの学校において、６年生は下級生をリードしてきたと思います。また、中学校では３年生が先

頭に立って、勉強に、部活にと頑張ってきたと思います。 

 これまでの小学校最上級生としてきた６年生、時には中学校へ行くということで、学校も変わ

り、中１ギャップという言葉も耳にすることもよくあっておりました。 

 子ども達、生徒達には、いろんな思い、感情があると思うんです。開校から２か月が過ぎた子

ども達の生徒の様子、そのような観点で、子ども達の、生徒の様子はどのように受け止めておら

れるかということを教育長のほうにお伺いします。 

○議長（舟戸 治生君）  教育長、森佳寛君。 

○教育長（森  佳寛君）  お答えいたします。 
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 学校の教育制度というのは、小学校、中学校ではなく、今回、９か年生の義務教育学校という

ほうに移行いたしました。 

 ただ、ここに、再編に至るまでは約２年間、子ども達、小学生は小学生同士での２校の間で集

合学習をやったり、合同の行事をやったりして、児童間では非常に交流を深めてきたところです。 

 ただ、議員おっしゃるとおり、今度は１年から６年までのくくり、中学校の３年間のくくりで

はなくて、小学生のほう全体をステージ制に分けまして、１年生から４年生までのファーストス

テージ、それから５年生、６年生、従来の中１である７年生のセカンドステージと、中２、中３、

今、８年生、９年生と申しますけど、そこの３ステージに分けておるところです。 

 昨年度末で６年生は卒業式を迎え、中学校の入学式というのがございませんでしたので、進級

式を行って、やはり節目というのは子ども達に感じ取って、７年生に上がってもらったところで

す。 

 一応、学校のほうに、最近の２か月間の状況等も尋ねてみております。村長の答弁にもありま

したとおり、子ども達というのは、従来の校舎を利用はしておりますけど、元の一勝地小学校北

校舎のほうに１年生から４年生までしかおりません。南校舎のほうには、５、６、７、８、９と

いう５学年がおるのですが、やはりそういう制度とかいうのも変わっておりますし、やっぱり新

しい学校、義務教育学校になったんだという前向きな感情を持って、非常にいろいろ意欲的には

取り組んでおります。 

 先般、体育大会もご覧いただいたと思いますけど、ああやって５月に入って、ゴールデンウ

ィーク明けからもう全体の練習をやってくる中で、１年生から９年生までが一堂に会してああい

う練習をやってきております。９年生が一番先頭に立って、下学年、時には１、２年生を率いて

指導に当たったりとか、応援団ですばらしい姿を前期課程の子ども達が見ることによって、非常

にいい効果をもたらしております。 

 ５月の下旬に学校生活アンケートというのを取っておるんですけど、「学校生活は楽しいです

か」、ここが、５７％が「とても楽しい」ということを回答しています。それから、「まあ楽し

い」、「まあまあ楽しい」というのが３８％、合わせますと９５％の子達が学校生活は楽しいと

回答してくれております。 

 出席状況等についても、登校しぶりとかいうのもありませんし、もちろん不登校もございませ

ん。今非常に、清流学園は不登校ゼロということで、いい状況にもございます。昨年の体育大会

にも参加できなかった子が、今年は参加もしておりました。 

 それから、一番環境的に変わったのが、前期課程の、従来小学校の５、６年生の子達、この子

達が後期課程のほうの校舎で、元の中学生、７、８、９年生と一緒に生活をしております。そこ

は教室を改修しまして、７、８、９年生の下のほうに、１階の部分で勉強しておりますが、ここ
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は非常に私達も心配しておりました。子ども達、中学校、後期課程のほうで一緒に生活して、非

常に不安、動揺とかないかなと思ったんですけど、これも先生達の意見ですが、やはり後期課程

の７、８、９年生の姿、特に９年生の最上級生の姿を見て、とても影響を受けておる。いい影響

を受けて、６年生がまたしっかりと今成長をしておるところでございます。 

 １年から４年生は逆に離れて、非常に問題かといいますと、そこはそこで、４年生の子達がフ

ァーストステージの一番上級生として下学年を引っ張っておりますし、５、６年生はやはり前期

課程の集会とか学習のときには、北校舎のほうに移って一緒に活動もしておりますので、特に委

員会活動などは前期課程が一緒に取り組んでおりますので、そういう変わった部分もありますが、

従来の形で、やはり前期課程の流れ、後期課程の流れ、そしてそこが融合したいい面というのが

生じておるところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君。残り４分です。 

○議員（５番 東  純一君）  ありがとうございます。今、話を聞きまして、昔でいうならば中

１ギャップとかいろんなそういう言葉もありましたし、学校の環境も変わりましたので、子ども

達の状況はどうなのかなということを思っておりましたので、質問をさせていただいたところで

す。 

 教育現場ということでちょっとお伺いしますけれども、先ほど、南校舎、北校舎ですか、離れ

ている関係もあって、情報の共有のところでちょっと問題があるような気がするということがあ

りました。始まったばかりの状況ではありますので、仕方ないところもありますけれども、なか

なか教職員の方々も、小中一貫での義務教育学校の経験はないと思うんです。 

 そういうところで、先生方もいろいろ不安もあるんじゃないかなと思うんで、先ほどおっしゃ

いました学校の運動会にも行って見させていただきましたけれども、先生方は一生懸命やってお

られます。時には、そのような中ではありますけれども、現場での不安もありはしないかと思っ

ていたところでございました。 

 先ほどの情報共有ということの話もしていただきましたけれども、今からがいろんなことが分

かってくるし、見えてくるし、取り組むところも出てくると思いますので、まだ開校して２か月

ではありますけれども、そこのところはお互いに情報を共有しながら、しっかりと学校とも情報

を交わしながら進めていただきたいと思いますので、どうぞよろしくお願いしたいと思います。 

 明日の自分を自分で切り開ける人間力を持った学園生が育ってもらうように、そしてまた信頼

される学園になれるように、学園、地域が力を合わせて共に頑張っていければと思いますという

ことを申し上げまして、私の質問を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

○議長（舟戸 治生君）  ５番、東純一君の質問が終わりました。 
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○議長（舟戸 治生君）  以上で、本日予定しました日程は全部終了しましたので、本日の会議を

閉じます。 

 お諮りします。本日の会議はこれで延会することに決定したいと思います。ご異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（舟戸 治生君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれで延会することに決定し

ました。 

 次の本会議は、６日午前１０時から開きます。 

 本日はこれで延会します。お疲れさまでした。 

午後３時10分延会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘 


